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詳しし、操作説明は、 N - 06 D に搭載され 
ている r 取扱説明書 J アプリ （ e トリセツ） 
をご覧 <ださい。 
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はじめに 

rN -06 D 」 をお買い上げいただきまして、誠にあ 
0がとラございます。 

ご使用の前やご利用中に、この取扱説明書をお読 
みいただを、正しくお使いください。 


端末のご ffi 用にあたって _ I 

♦ N -06 D は LTE • W-CDMA -白 SM/GPRS • 無もち 
LAN 方式に対応しています。 

• 本端末は無線を使用しているため、トンネ j レ’地下- 
建物の中などで電波の届かない所、屋外でわ電波の 
弱い所 、 Xi サービスエ 1」アおよび FOMA サービス 
エ IJ アがではご使用になれません。また、高層ビル- 
マンシヨ ンなどの高層階で見晴らしのよい場所で 
あってわご使用になれない場合びあります。なお、 
電波び強 < アンテナマークび4本たっている状態 
で、移動せずに使用している場合でわ通話び切れる 
場合びありますので、ご了承<ださい。 

•本端末は電波を利用している関係上、第兰ちにより 
通話を傍受されるケースわないとはいえません。し 
かし 、 LTE • W-CDMA • GSM / GPRS ち式では 
秘話機能をすべての通話にっいて自動的にヴポー 
卜しますので、第 S 者び受信機で傍受したとして 
わ、ただの雑音としか聞さとれません。 

•本端末は、音声をデジタル信号に変換して無線によ 
る通信を行っていることから、電波状態の悪いとこ 
ろへ移動するなど送信されてさたデジタル信号を 
正確に復元することびでさない場合には、実際の音 
声と異なって聞こえる場合びあります。 

•本端末は、 Xi ェ1」ア、 FOMA プラスェ U アおよび 
FOMA 八イスピードエリアに対応しております。 


• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容（電話 
帳など）は、別にメモを取るなどして保管して<だ 
さるようお願いします。本端末の故障や修理、機種 
変更やその他の取り扱いなどによって、万び 一、 登 
録された情報内容び消失してしまラことびあってわ、 
当社としては責任を負いかねますのであらかじめご 
了承 < ださい。 

•大切なデータは micraSD カードに保をすることを 
おすすめします。 

•本端末はパソコンなどと同様に、お客様びインス 
トールを行ラアプ U ケーシヨンなどによっては、お 
客様の端末の動作び不安定になったり、お客様の位 
置情報や本端末に登録された個人情報などびイン 
ターネットを経由して外部に発信され不正に利用 
される可能性びあります。このため、ご利用になる 
アプ U ケーシヨンなどの提供元および動作状況に 
ついて十分にご確認の上ご利用 < ださい。 

•お客様びご利用のアプ U ケーシヨンやサービスに 
よっては、データ通信を無効に設定した場合でわパ 
ケット通信料びかかる可能性びあります。 


■ r クイックスタートガイド」（本体付属品） 

基本的な機能の操作について説明しています。 

■re トリセツ（取扱説明書)」（本端末①アプ 

U ケー シ ヨン） 

機能の詳しい案内や操作について説明しています。 
•ホーム画面で囲をタップし、じ若をタップする 

■「取扱説明書」 （ PDF ファイル） 

機能の詳しい案内や操作について説明しています。 
ドコモのホームページでダウン□ー ド 
http://www.nttdQCQnnQ.CQ.jp/suppQrt/trQuble/ 
manual/download/index.html 
《 URL および掲載内容については、将来予告なし 
に変更することびあります。 
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(本書） 


N -06 D (保証書含む） 




卓上ホルダ N 39 microSDHC 力ード (16 GB )^ 

(試供品） 



目次/注意事項 


1 
















SIM □ック解除 
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本端末は SIM □ック解除に対応しています。 SIM 

□ックを解除すると他社の SIM カードを使用する 

ことがでをます。 

• SIM □ック解除は、ドコモショップで受付をし 
てお0ます。 

• 別途 SIM □ック解除手数料びかかります。 

♦他社の SIM カードをご使用になる場合、 LTE 方 
式ではご利用いただけません。また、ご利用に 
なれるサービス、機能などび制限されます。当 
社では、一切の動作保証はいたしませんので、 
あらかじめご了承ください。 

♦ SIM □ック解除に関する詳細については、ドコ 
モのホームページをご確認ください。 
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本書の記載について 


• 本書では操作手順をしソ下のよラに簡略して記載 
しています。 


表記 

意味 

ホーム画面で1 = 1 
► 「設定」 

► 「通話設定」 

ホーム画面で1 = 1をタップする 
► 「設定」をタップする 
► 「通話設定」をタップする 


♦本書の本文中においては、 『 N - 日 6 D 』 を『本端末』 
と表記させていただいております。あらかじめ 
ご了承ください。 

•本書で掲載している画面はイメージであるた 
め、実際の画面とは異なる場合びあります。 

•本書は、主にお買い上げ時の設定をちとに説明 
していますので、お買い上げ後の設定の変更に 
よって本端末の表示-操作び本書での記載と異 
なる場合びあります。 

•本書の内容の一部、または全部を無断転載する 
ことは、禁止されています。 

•本書の内容に関しては、将来予告なしに変更す 
ることびあります。 
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N -0目 D のご利用にあたってのま意 
事頂 


•本端末では、ドコモ miniUlM 力ードのみご利用 
でさます。ドコモ UIM カード、 FOMA カードを 
お持ちの場合には、ドコモショップ窓口にてお 
取り替えください。 

♦本端末は i モードのサイト（番組）への接続、 
i アプ U などには対応しておりません。 

• Android "" 向けアプリおよびサービス内容は、 
将来予告なく変更される場合びあります。 

•本端末は、データの同期や最新のソフトウェア 
バージョンをチェックするための通信、ヴー 
バーとの接続を維持するための通信など一部自 
動的に通信を行ラ仕様となっています。また、 
アプ U ケーションのダウン□ー ドや動画の視聴 
などデータ量の大さい通信を行ラと、パケット 
通信料び高額になりますので、パケット定額 
サービスのご利用を強くおすすめします。 

•公共モード（ドライブモード）には対応してお 
りません。 

•本端末では、マナーモードに設定中でち、着信 
音や各種通知音を除 < 音（動画再生、音楽の再 
生、ワンセグの視聴、アラームなど）は消音さ 
れません。 

•お客様の電話番号（自局電話番号）は！; TF の手 
順で確認でさます。 

ホーム画面で I = ! ► 「設定」 ► 「端末情報」 ► 
「端末の状態」 

•本端末のソフトウェアを最新の状態に更新する 
ことびでさます。 - P .47 

•本端末の電池は内蔵されており、お客様自身で 
は交換でさません。 


■夏\ま意事項 
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♦本端末の品質改善に対応したアップデートや、 
オペレーティングシステム （ OS ) のパ'-ジヨ 
ンアップを行ラことびあります。バージヨン 
アップ後は、ちいバージヨンで使用していたア 
プ IJ ケーシヨンび使えな < なる場合や意図しな 
い不具合び発生する場合びあります。 

♦ microSD カードや本端末の容量びいっぱいに 
近い状態のとさ、起動中のアプ U ケーシヨンび 
正常に動作しな<なる場合びあります。そのと 
さは保存されているデータを削除してくださ 
い。 

•紛失に備え、画面□ックのパスワードを設定し本 
端末のセキュ U ティを確保してください。 

• Goo 旨 le ™ び提供するヴービスについては、 
Google Inc . の利用規約をお読みください。ま 
た、その他のウェブサービスについては、それ 
ぞれの利用規約をお読み < ださい。 

•万び一紛失した場合は 、 Google I -ーク™、 
Gmail™、Android マーケット™などの Google 
ヴービスや、 Twitter などのヴービスを他人に 
利用されないように、パソコンより各種アカウ 
ントのパスワードを変更してください。 

♦ SP モード、 mopera U およびビジネス mopera 
インターネットじ(外のプ□バイダはサポートし 
てお0ません。 

•テヴ U ングのご利用には、 SP モードのご契約び 
必要となります。 

• Wi - Fi テヴ U ングの初期設定では、セキュリティ 
は設定されておりません。必要に応じて、セキュ 
U ティを設定してください。 

•ご利用の料金プランにより、テヴ U ングご利用 
時のパケット通信料び異なります。パケット定 
額サービスのご利用を強くおすすめします。 

• ご利用時の料金など詳細については、 
http :// www . nttdocomo . co.j 口/をご覧 くださし、。 





■次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説 
明していまず。 


•充電中に、「ケーブル接続中または充電中であ 
るため、 Fel に a 機能を起動でさません。」と表 
示される場合びあります。表示させない設定に 
変更する場合は、ステータスバーを下にドラッ 
グして、通知パネルを開さ、にタグ•バーコー 
ド U —ダーの通知をタップして、にタグの読取 
モード設定を日 FF に変更してください。 


まを上のごま意(必ずお守りください) 


■ご使用の前に、この「を全上のごを意」をよく 
お読みの上、正しくお使いください。また、お 
読みになった後は大切に保管してください。 

■ここに示したを意事項は、お使いになる人や、 
他の人へのを害、財産への損害を未然に防ぐた 
めの内容を記載していまずので、必ずお守りく 
ださい。 


■次の表示の区分は、表示内容を守5ず、誤った 
使用をした場合に生じるを害や損害の程度を説 
明していまず。 


A ち巧 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「死 t または重傷を負ラを 
険び切迫して生じることび想定 
される」内容でず。 

么警告 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「死 t または重傷を負ラ可 
能性び想定される」内容でず。 

么注意 

この表示は、取り扱いを誤った 
場合、「軽傷を負ラ可能性び想定 
される場合、および、物的損害 
①発生び想定される」内容でず。 


■ r を全上のごを意」は、下記の項目に分けて説 
明していまず。 

1.本端末、アダプタ、卓上ホル义ドコモ miniUlM 力一 

ドの取り扱いについて (共通） . P .6 

.. P .7 
P .10 
P .1 1 
P .1 1 


2. 本端末の取り扱いについて . 

3. アダプタ、卓上ホルダの取り扱いについて- 

4. ドコモ miniUlM 力ードの取り扱いについて • 

己.医用電気機器近くでの取り扱いについて 
6. microSDHC 力ード（試供品）の取り扱いについ 

Z . P .14 


Q 

禁止 

禁止（してはいけないこと）をおしま 
ず。 

分解禁止 

分解してはいけないことを示ず記号 
でず。 

d ) 

蕭惦禁止 

濡れた手で扱つてはいけないことを 
示ず記号でず。 

霸) 

水濡れ禁止 

水びかかる場所で使用したり、水に濡 
5したりしてはいけないことを示ず 
記号でず。 

〇 

指示に基づ<行為の強制（必ず実行し 
ていただくこと）を示しまず。 

运 

電源プラグ 
を巧く 

電源プラグをコンセントか5巧いて 
いただくことを示ず記号でず。 


目次/ま意事項 






















1. 本端末、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 
miniUlM 力ードの取り扱いについて（共通） 


局温になる場. 
こたつの中、 
禁止 の車内など） 


么危剧 


i 高温になる場所（乂のそば、暖房器具のそば、 
直射日光の当たる場所、炎天下 
で使用、保管、放置しないでく 

ださい。 

火災、やけど、けびの原因となります。 



電子レンジなどの加熱調 I 里機器や高圧容器に 
入れないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 



分解禁止 


分解、改造をしないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


水や飲料水、ぺットの尿などで濡5さないで 
<ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 
防水性能については下記をご参照<ださい。 
- P .21 「防水/防塵性能」 


本端末に使用するアダプタは、 NTT ドコモが 
指定したものを使用してください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 
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警告^^ 

強い力や衝撃を与えたり、投げ付けたりしな 
lx ； いで < ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


Q 巧電端子やが部接続端子に導電性異物（金属 
片、鈴筆のおなど)を接触させないでくださし、。 
禁止 また、内部に入れないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


Q 使用中ゃ巧電中に、布団などで覆ったり、包 
んだ〇しないで<ださい。 

禁止火災、やけどの原因となります。 


ガソリンスタンドなど引乂性ガスが発生する 
■ V 場所に立ち入る場合は必ず事前に本端末の電 
源を切り、巧電をしている場合は中止してく 
ださい。 

ガスに引火する恐れびあります。 

ガソ U ンスタンド構内などでおサイフケータ 
イをご使用になる際は必ず事前に電源を切っ 
た状態で使用してください（おサイフケータ 
イ□ック設定を行っている場合には□ックを 
解除した上で電源をお切り < ださい)。 


© 使用中、巧電中、保管閒こ、異臭、発熱、変色、 
変おなど、いままでと異なるとさは、直ちに 
指示 巧の作業を行ってください。 

•電源プラグをコンセントやシガーライター 
ソケットか5抜く。 

.本端末の電源を切る。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 













ま意^^ 

/< r \ ぐ 5 ついた台の上や傾いた場所など、不ま定 
な場所には置かないでください。 

«±落下して、けびの原因となります。 



湿気やほこりのをい場所や高温になる場所に 
は、保管しないでください。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの 
方法を教えてください。また、使用中におい 
Jii ても、指示どおりに使用しているかをご確認 
<ださい。 

けびなどの原因となります。 


乳幼巧の手の届かない場所に保管してくださ 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となつ 
たりします。 


本端末をアダプタに接続した状態で長時間連 
■ V 続使用される場合には特にごを意くださし、。 

^充電しなびらゲームやワンセグ視聴などを長 
時間行ラと本端末やアダプタの温度び高くな 
ることびあります。 

温度の高い部分に直接長時間触れるとお客様 
の体質や体調によっては肌にホみやかゆみ、 
かぶれなどび生じたり、低温やけどの原因と 
なったりする恐れびあります。 


表示 

電池の種類 

Li-ionOO 

U チウムイオン電池 


/ C ^ ホタ I * 線ポート 


A 警告 I 


^ さい。 

i ± 目に悪影響を 


卜を目に向けて送信しないでくだ 


目に悪影響を及ぼす原因となります。 

ホが線通信使用時に、ホが線ポートをホが線 
IV 装置のついた家電製品などに向けて操作しな 
禁止いで<ださい。 

ホが線装置の誤動作により、事故の原因とな 
ります。 

ベライトの発光部を人の目に近づけて点灯発光 
iv させないでください。特に、乳幼巧を撮影す 
^るとさは、 Im じし h 離れてください。 

視力障害の原因となります。また、目び<ら 
んだり驚いたりしてけびなどの事故の原因と 
なります。 

本端末内のドコモ miniUlM 力ードス□ットや 
microSD 力ードス□ットに水などの液体や金 
^属片、燃えやすいものなどの異物を入れない 
で < ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 

/ C >. 自動車などの運転者に向けてライトを点灯し 
(. V ないで < ださい。 

運転の妨げとなり、事故の原因となります。 


2. 本端末の取り扱いについて_ 

■本端末の内蔵電池の種類は次のとおりでず。 


目次/ま意事項 
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航空機内や病院など、使用を禁止された区域 
では、本端末の電源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原 
因となります。 

医療機関内における使用については各医療機 
関の指示に従ってください。 

航空機内での使用などの禁止行為をした場 
合、法令により罰せられます。 

ただし、電波を出さない設定にすることなど 
で、機内で本端末び使用でさる場合には、航 
空会社の指示に従ってご使用ください。 


スピーカーを 「 ON 」 にして通話する際や、 
着信音が鳴っているとさなどは、必ず本端末 
指示を耳か5離してください。また、イヤホンマ 
イクなどを本端末に装着し、ゲームや音楽再 
生などをする場合は、適度なボリュームに調 
節してください。 

音量び大さすざると難聴の原因となります。 
また、周囲の音び聞こえに<いと、事故の原 
因となります。 


む臓の弱い方は、着信パイプレータ（振動) 
や着信音量の設定に注意してください。 

指示む臓に悪影響を及ぼす原因となります。 


医用電気機器などを装着している場合は、医 
用電気機器メーカもしくは販売業者に、電波 
^による影響についてご確認の上ご使用くださ 
い。 

医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因とな 
ります。 


■夏\ま意事項 
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高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機 
器の近くでは、本端末の電源を切ってくださ 

指示い。 

電子機器び誤動作するなどの悪影響を及ぼす 
原因となります。 

《ごを意いたださたい電子機器の例 
補聴器、植込み型む臓ペースメーカおよび植 
込み型除細動器、その他の医用電気機器、火 
災報知器、自動ドア、その他の自動制御機器 
など。 

植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除 
細動器、その他の医用電気機器をご使用され 
るちは、当該の各医用電気機器メーカわしく 
は販売業者に電波による影響についてご確認 
<ださい。 


万が一、ディスプレイ部やカメラのレンズを 
破損した際には、割れたガラスや露出した本 
指示端末の内部にごを意ください。 

ディスプレイ部には保護フィルム、カメラの 
レンズの表面にはプラスチックパネルを使用 
し、ガラスび飛散りにくい構造となっており 
ますび、誤って割れた破損部や露出部に触れ 
ますと、けびの原因となります。 


内蔵電池が漏液したり、異臭がしたりすると 
きは、直ちに使用をやめて乂気か5違ざけて 
指示ぐたさい。 

漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因と 
なります。 








ま意^^ 

ベ;ディスプレイの表面に、落下や衝撃などによ 
り破損した場合のま全性確保を目的（強化ガ 
ラスの飛散防止）とする保護フィルムがあり 
ます。この保護フィルムは無理にはがしたり、 
傷つけたりしないでください。 

保護フィルムをはびして使用した場合、ディ 
スプレイび破損したとさに、けびの原因とな 
ることびあります。 


アンテナ、ストラップなどを持って本端末を 
振り回さないでください。 

^本人や他の人に当たり、けびなどの事故の原 
因となります。 



本端末が破損したまま使用しないでくださ 
い。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 



モーシヨンセンサーのご使用にあたっては、 
必ず周囲の安全を確認し、本端末をしっかり 
と握り、必要 1 U 上に振り回さないでくださし、。 

けびなどの事故の原因となります。 



誤ってディスプレイを破損し、液晶が漏れた 
場合には、顔や手などの皮膚につけないでく 
ださい。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 
液晶び目や□に入った場合には、すぐにされ 
いな水で洗い流し、直ちに医師の診断を受け 
て < ださい。 

また、皮膚や巧類に付着した場合は、すぐに 
アルコールなどで拭さ取り、石験で水洗いし 
て < ださい。 


(S) 


禁止 





〇 

指示 








一般のゴミと一緒に捨てないでください。 

発火、環境破壊の原因となります。不要となつ 
た本端末は、端テにテープなどを貼り、絶縁 
してからドコモショップなど窓□にお持ちい 
ただ<か、回収を行っている市町村の指示に 
従ってください。 


自動車内で使用する場合、自動車メーカもし 
くは販売業をに、電波による影響についてご 
確認の上ご使用ください。 

車種によっては、まれに車載電子機器に悪影 
響を及ぼす原因となりますので、その場合は 
直ちに使用を中止して<ださい。 


お客様の体質や体調によっては、かゆみ、か 
ぶれ、湿疹などが生じることがあります。臭 
状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師 
の診療を受けてください。 

各箇所の材質について一 P . ] 3「材質一覽」 


ディスプレイを見る際は、十分明るい場所で、 
画面か6ある程度の距離をとってご使用くだ 
さい。 

視力低下の原因となります。 


内蔵電池内部の液体などが漏れた場合は、顔 
や手などの皮膚につけないでください。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 
液体などび目や□に入った場合や、皮膚やを 
類に付着した場合は、すぐにされいな水で洗 
い流してください。また、目や□に入った場 
合は、洗を後直ちに医師の診断を受けて<だ 
さい。 


注 

意 

事 

項 











3. アダプタ、卓上ホルダの取り扱いについて 


么警告^^ 



アダプタのコードが傷んだ6使用しないでく 
ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


Q AC アダプタや卓上ホルダは、風呂場などの 
湿気のをい場所では使用しないでください。 

禁止火災、やけど、感電の原因となります。 


Q DC アダプタはマイナスアース車専用です。 
プラスアース車には使用しないでください。 

禁止火災、やけど、感電の原因となります。 


Q 雷が鳴り出した5、アダプタには触れないで 
<ださい。 

禁止感電の原因となります。 


Q コンセントやシガーライターソケットにつな 
いだ状態で巧電端子をショートさせないでく 
禁止ださい。また、巧電端子に手や指など、身体 
の一部を触れさせないでください。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


Q アダプタのコードの上に重いものをのせない 
で < ださい。 

禁止火災、やけど、感電の原因となります。 


Q コンセントに AC アダプタを抜き差しすると 
きは、金属製ストラップなどの金属類を接触 
禁止させないで < ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


® 濡れた手でアダプタのコード、卓上ホルダ、 
コンセントに触れないでください。 

;1 れ手禁止火災、やけど、感電の原因となります。 
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指定の電源、電圧で使用してください。また、 
ミ毎がで巧電する場合は、海外で使用可能な 
^ AC アダプタで巧電してください。 

誤った電圧で使用すると火災、やけど、感電 
の原因となります。 

AC アダプタ： AC 100 V 
DC アダプタ: DC 12 V - 24 V 
(マイナスアース車専用） 

海外で使用可能な AC アダプタ： AC 100 V 〜 
240 V (家庭用交流コンセントのみに接続す 
ること） 


DC アダプタのヒューズが万が一切れた場合 
は、必ず指定のヒューズを使用してください。 

M 火災、やけど、感電の原因となります。指定 
ヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご 
確認 < ださい。 


電源プラグについたほこりは、拭き取ってく 
ださぃ。 

M 火災、やけど、感電の原因となります。 


AC アダプタをコンセントに差し込むときは、 
確実に差し込んでくださし、。 

^ 义災、やけど、感電の原因となります。 


© 電源プラグをコンセントやシガーライターソ 
ケットか5巧く場合は、アダプタのコードを 
指示 無理に引っ張5ず、アダプタを持って巧いて 
<ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


み 長時間使用しない場合は、電源プラグをコン 
3三セントやシガーライターソケットか5巧いて 

電源乃グ ください。 

ss < 火災、やけど、感電の原因となります。 

















运 


万が一、水などの液体が入った場合は、直ち 
にコンセントやシガーライターソケットか5 
電グ 電源プラグを巧いてください。 

&&<火災、やけど、感電の原因となります。 


运 


お手入れの際は、電源プラグをコンセントや 
シガーライターソケットか5巧いて行ってく 
電 グださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


4. ドコモ miniUlM 力ードの取り扱いについて 


ドコモ miniUlM 力ードを取り外ず際は切断面 
■ V にごを意ください。 

指示けびの原因となります。 


己.医用電気機器近くでの取り扱いについて 


■本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響 
を防止ずるための携帯電話端末等の使用に関ず 
る指針」（電波環境協議会）に準ずる。 


\Amm 


〇 


医療機関の屋内では巧のことを守って使用し 
て < ださい。 

•手術室、集中治療室 acu )、 冠状動脈疾患 
監視病室 （ CCU ) には本端末を持ち込まな 
いで < ださい。 

•病棟内では、本端末の電源を切って<ださ 
い。 

-□ビーなどであってわ付近に医用電気機器 
びある場合は、本端末の電源を切って<だ 
さい。 

-医療機関び個々に使用禁止、持ち込み禁止 
などの場所を定めている場合は、その医療 
機関の指示に従ってください。 

満員電車の中など混雑した場所では、付近に植 
込み型,こ、臓ぺースメーカおよび植込み型除細動 
器を装着している方がいる可能性がありますの 
で、本端末の電源を切ってください。 

電波により植込み型む臓ペースメーカおよび 
植込み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原 
因となります。 


© 植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除 
細動器などの医用電気機器を装着されている 
指示場合は、装着部か5本端末は 22 cmJ ； Lh 離し 
て携行および使用してください。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及 
ぼす原因となります。 


〇 
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自宅療養などにより医療機関のがで、植込み 
■ V 型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
^ 1 U がの医用電気機器を使用される場合には、 
電波による影響について個別に医用電気機器 
メーカなどにご確認ください。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及 
ぼす原因となります。 


■夏\ま意事項 
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■材質一覧 


使用箇所 

材質 

表面処理 

外装ケース 

ディスプレイ面 

ナイ□ン樹脂 

UV コーティング 

背面 

上面および下面 

PC 欄旨 

UV コーティング 

ディスプレイパネル 

強化ガラス 

飛散防止フィルム、 UV コーティ 
ング 

カメラライトおよびホが線ポートパネル 

PC 樹脂 

UV コーティング 

カメラパネル 

アクリル、 PC 複合樹脂 

八ードコート 

受話□部 

A 目 S 剛旨 

UV コーティング 

ストラップピン 

ステンレス 

ニッケルメッキ 

キー 

電源キー 

PC 樹脂 

UV コーティング 

ボ U ユー ムキー 

外部接続端テキャップ 
micraSD 力ードス□ツ 
トキャップ 

ドコモ miniUlM 力ード 
ス□ットキヤップ 

本体 

PC 樹脂、ポ U エステル系熱可 
塑性エラストマー 

UV コーティング 

止水部 

シリコーンゴム 

フッ素コーティング 

ワンセグアンテナ 

上段および中段 

ステンレス 

- 

下段 

ニッケルチタン合金 

- 

根元ヒンジ部 

ステンレス 

- 

先端キャップ 

A 目 S 棚目 

- 

充電端テ 

黄銅 

金メッキ 

¢3.己イヤホンジャック 

ナイ□ン樹脂 

- 


■ 目な\ま意事項 
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高温になる場所（乂のそば、暖房器具のそば、 
こたつの中、直射日光の当たる場所、炎天下 
の車内など）で使用、保管、放置しないでく 
ださい。 

火災、やけど、けびの原因となります。 



電子レンジなどの加熱調 I 里機器や高圧容器に 
入れないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 



分解禁止 


分解、改造をしないでください。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


水や飲料水、ぺットの尿などで濡5さないで 
<ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


么警告国^ 

Q 強い力や衝撃を与えたり、投げ付けたりしな 
いで < ださい。 

禁止火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


異常な音や臭いがしたり、過熱、発煙した時は、 
■ V すぐにパソコンなどの使用機器および周辺機 
指示 器のスイッチを切り、コンセントか6電源プ 
ラグを巧いて、 microSD 力ードには触5ない 
で < ださい。 

再び使用せずに、本書裏面の 「 NEC モバイル 
インフ オメーシヨ ンセンター」 へ お問い合ね 
せ < ださい。 


A を意 



湿気やほこりのをい場所や高温になる場所に 
は、保管しないでください。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


^乳幼巧の手の届かない場所に保管してくださ 

誤って飲み込むと窒息またはけびの恐れびあ 
ります。万び 一、 飲み込んだと思われるときは、 
すぐに医師にご相談ください。 


端子部に直接触れたり金属や硬い物をあてた 
り、ショートさせたりしないで<ださい。 

静電気などによりデータび破壊、消失する恐 
れびあります。 


子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの 
方法を教えてください。また、使用中におい 
ても、指示どおりに使用しているかをご確認 
<ださい。 

けびなどの原因となります。 


© microSD 力ードは、 SD メモリカード規格標 
準のフォーマット済みです。 microSD 力ード 
指示 をフォーマットする場合は、 microSD 力ード 
に記憶されたデータが消失されますので、別 
にバックアップを取るなどして保管してくだ 
さい。 

パソコンおよび SD メモ1」カード規格非準拠 
の機器でフォーマットを行ラと、データの書 
さ込み、あるいは読み出し、消去びでさない 
などの異萬び発生することびあります。 













取り扱い上のごを意 


快通のぉ願し、_ ] 

• N -06 D は防水/防塵性能を有しておりますが、本 
端末内部に水や粉塵を侵入させたり、付属品、オプ 
シヨン品に水や粉塵を付着させたりしないでくだ 
さい。 

アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ miniUlM カードは 
防水/防塵性能を有しておりません。風呂場などの 
湿気の多い場所でのご使用や、雨などびかかること 
はおやめ <ださい。また身に付けている場合、汗に 
よる湿気により内部び腐食し故障の原因となりま 
す。調査の結ま、これらの水請れによる故障と判明 
した場合、保証対象がとなり修理でさないことびあ 
りますので、あらかじめご了承ください。なお、保 
証巧象がですので修理を実施でさる場合でわ有料 
修理となります。 

•お手入れは乾いた柔6かい巧（めがね拭さなど）で 
巧:いてください。 

•乾いた布などで強<擦ると、ディスプレイに傷び 
つ < 場合びあります。 

-ディスプレイに水滴や巧れなどび付着したまま 
放置すると、シミになることびあります。 

-アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭 
<と、印刷び消えたり、色びあせたりすることび 
あります。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。 

端テび巧れていると接触び悪< なり、電源び切れた 
り充電不十分の原因となったりしますので、端テを 
乾いた綿棒などで拭いてください。 

また、清掃する際には端テの破損に十分ごを意<だ 
さい。 

• エアコンの吹き出し□の近くに置かないでください。 

急激な温度の変化により結露し、内部び腐食し故障 
の原因となります。 


• 本端末などに無理な力がかか6ないよラに使用し 
て < ださい。 

多<のちのび詰まった荷物の中に入れたり、巧類の 
ポケットに入れて座ったりするとディスプレイ、内 
部基板、内蔵電池などの破損、故障の原因となりま 
す。 

また、外部接続機器を外部接続端テやイヤホンマイ 
ク端テに差した状態の場合、コネクタ破損、故障の 
原因となります。 

♦ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたり 
しないで<ださい。 

傷つくことびあり故障、破損の原因となります。 

♦アダプタに添付されている個別の取扱説明書をよ 
くお読みください。 


端末についてのお願い 


♦タッチ) くネルの表面を強く押したり、のやボールぺ 
ン、ピンなど先の尖ったもので操作したりしないで 
<ださい。 

タッチパネルび破損する原因となります。 

•極端な高温、ほ温は避けてください。 

温度は已で〜40で（ただし、3日で政上は風呂場な 
どでの一時的な使用に限る）、湿度は4己％〜8己％ 
の範囲でご使用 < ださい。 

•一般の電話機やテレビ-ラジオなどをお使いになっ 
ている近くで使用すると、悪影響を及ぼず原因とな 
りますので、なるべく離れた場所でご使用くださ 
い。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内割よ、別 
にメモを取るなどして保管してくださるようお願 
いします。 

万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますので 
あらかじめご了承ください。 

♦本端末を落としたり、衝撃を与えたりしないでくだ 
さい。 

故障、破損の原因となります。 


■ 目 &\ i 事項 
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♦バイブレータの振動で本端末が乂気（ストーブな 
ど）に近づいたり、机か5落ちたりしないようミ主意 
して < ださい。 

♦外部接続端子やイヤホンマイク端子に外部接続機 
器を接続する際に斜めに差したり、差した状態で 
引っ張ったりしないでください。 

故障、破損の原因となります。 

* 使用中、巧電中、本端末は温かくなりまずが、異常 
ではありません。そのままご使用ください。 

* カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでく 
ださい。 

素テの退色-焼付さを起こす場合びあります。 

♦通常は外部接続端子キャップ、 microSD 力ードス 
□ットのキャップ、ドコモ miniUlM 力ードス□ッ 
卜のキャップを閉じた状態でご使用ください。 
ほこり、水などび入り故障の原因となります。 

*受話□や送話 □/ マイク、スピーカー部分に鋭利な 
硬いものを入れないでください。 

本端末の故障、破損の原因となります。 

♦ microSD 力ードの使用中は、 microSD 力ードを取 
りがしたり、本端末の電源を切ったりしないでくだ 
さい。 

データの消失、故障の原因となります。 

♦磁気カードなどを本端末に近づけないでください。 

キャッシュカード、クレジットカード、テレホン 
カード、フ□ッピーディスクなどの磁気データび消 
えてしまラことびあります。 

♦本端末に磁気を帯びたものを近づけないでくださ 
い。 

強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 

♦内蔵電池は消耗品です。 

使用状態などによって異なりますび、十分に充電し 
てち使用時間び極端に短 < なったとさは内蔵電池 
の交換時期です。内蔵電池の交換につさましては、 
本書裏面の「故障お問い合わせ先」または、ドコモ 
指定の故障取扱窓□までお問い合わせください。 


■夏\ま意事項 
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•巧劃よ、適正な周囲温度（己で〜3己 ° C ) の場所で行つ 
て < ださい。 

•内蔵電池の使用時剧ホ、使用環境や内蔵電池の劣化 
度により異なります。 

•本端末を保管される場合は、次の点にごミ主意くださ 
い。 

-フル充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管 
-電池残量なしの状態（本体の電源び入らない程消 
費している状態）での保管 
内蔵電池の性能や寿命を低下させる原因となりま 
す。 

保管に適した電池残量は、目まとして電池残量び 
40パーセント程度の状態をおすすめします。 




をダプタについてのお願い 


•巧劃よ、適正な周囲温度（己で〜3已 ° C ) の場所で行っ 
て < ださい。 

•巧のような場所では、充電しないでください。 
•湿気、ほこり、振動の多い場所 
-一般の電話機やテレビ-ラジオなどの近く 
♦巧電中、アダプタが温かくなることがありますが、 
異常ではありません。そのままご使用ください。 

• DC アダプタを使用して巧電する場合は、自動車の 
エンジンを切ったまま使用しないでください。 
自動車のバッテ U —を消耗させる原因となります。 
•抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そ 
のコンセントの取扱説明書に従ってください。 
•強い衝撃を与えないでください。また、巧電端子を 
変形させないで<ださい。 

故障の原因となります。 

•卓上ホルダのスタンドを収める場合は、指やアダプ 
夕のコードなどを巧まないようごミ主意ください。 

けびなどの事故や破損の原因となります。 


[ドコモ miniUlM 力ードについてのお願い 


• ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/取りがしには、 
必要 1 U 上に力を入れないでください。 

•他のに力—ドリ—夕’—/ラィタ—などにドコモ 
miniUlM カードを挿入して使用した結果として故目 
障した場合は、お客様の責任となりますので、ご注夕 
意ください。 £ 

•に部分はいつもきれいな状態でご使用ください。 意 

♦お手入れは、乾いた柔5かい巧（めがね拭さなど） 1 
でが:いてください。 

•お客様ご自身で、ドコモ miniUlM 力ードに登録され 
た情報内割ホ、別にメモを取るなどして保管してく 
ださるようお願いします。 

万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますので 
あらかじめご了承ください。 

•環境保全のため、不要になったドコモ miniUlM カー 
ドはドコモショップなど窓□にお持ちください。 

♦にを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさ 
せたりしないで<ださい。 

データの消失、故障の原因となります。 

♦ドコモ miniUlM 力ードを落としたり、衝撃を与え 
たりしないで<ださい。 

故障の原因となります。 


♦ドコモ miniUlM 力ードを巧げたり、重いものをの 
せたりしないで<ださい。 

故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードにラベルやシールなどを 
，弓占った状態で、本端末に取り付けないでください。 

故障の原因となります。 
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み luetooth ® 機能を使用する場合のお願い I 

•本端末は、 Bluetooth 機能を使用した通信時のセ 
キュリティとして、 Bluetooth 標準規格に準拠し 
たセキュリティ機能に対応しておりますが、設定内 
容などによってセキュリティが十分でない場合が 
あります。 Bluetooth 機能を使用した通信を行う 
際にはご注意ください。 

• Bluetooth 機能を使用した通信時にデータや情報 
の漏ミまが発生しましても、責任を負いかねますの 
で、あ5かじめご了承ください。 

♦周波数帯について 

本端末の Bluetooth 機能び使用する周波数帯は次 
のとおりです。 


①③③④⑥ 

2.4 FH 1/XX4 


⑥ 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備 

を表します。 

③ FH :変調ち式び FH - SS 方式であること 

を术します。 

③ ] :想定される与干渉距離び1 Om 攻下 

であることを术します。 

④ XX :変調ち式びその他の方式であるこ 

とを示します。 

⑥4 :想定される与干渉距離び 40 m 政下 

であることを术します。 

©HH : 2400 MHz 〜2483.己 MHz の全帯 
域を使用し、かつ移動体識別装置 
の帯域を回避不可であることを意 
はします。 
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■ Bluetooth 機器使用上のを意事項 
本端末の使用周波数帯では、電子レンジなどの 
家電製品や産業-科学-医療用機器のほか、エ 
場の製造ラインなどで使用されるを許を要ずる 
移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定 
ル電力無線局、アマチュア無線局など（於下「他 
の無線局」と略しまず）び運用されていまず。 

1. 本端末を使用ずる前に、近くで r 他の無線局」 
び運用されていないことを確認してくださ 
い。 

2. 万び 一、 本端末と「他の無線局」との間に電 
波干渉び発生した場合には、速やかに使用場 
所を変えるか、「電源を切る」など電波干渉 
を避けてください。 

3. その他、ご不明な点につさましては、本書裏 
面の「総合お問い合わせ巧」までお問い合わ 
せ < ださい。 


線 LAN についてのお願い 


•無線 LAN ( WLAN ) は、電波を利用して情報のや 
り取りを行うため、電波の届く節囲であれば自由に 
LAN 接続できる利点があります。その反面、セキュ 
リティの設定を行っていないときは、悪意ある第兰 
ちに通信内容を盜み見5れたり、不正に侵入されて 
しまう可能性があります。お客様の判断と責任にお 
いて、セキュリティの設定を行い、使用することを 
推奨します。 

♦無線 LAN について 

電気製品 • AV • 0 A 機器などの磁気を帯びている 
ところや電磁波び発生しているところで使用しな 
いで < ださい。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大さ< 
なったり、通信びでさなくなることびあります 
(特に電子レンジ使用時には影響を受けることび 
あります）。 












•テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因と 
なったり、テレビ画面び乱れることびあります。 
•近< に複数の無線 LAN アクセスポイントび存在 
し、同じチャンネルを使用していると、正しく検 
索でさない場合びあります。 

•周波数帯について 

WLAN 搭載機器び使用する周波数帯は、政下の操 
作を行ラとご確認いただけます。 

ホーム画面で胃 ► 「設定」 ► 「端末情報」►「認 
証情報」 

ラベルの見かたは次のとおりです。 

—①③_③④_ 


2.4 DS/OF 4 


⑥ 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備 

么表します。 

③ DS :変調ち式び DS - SS 方式であること 

を术します。 

③ OF :変調ち式び OFDM 方式であること 

を W します。 

④ 4 :想定される与干渉距離び 40 m 政下 

であることをします。 

⑥圓圓圓： 2400 MHz 〜2483.已 MHz の全帯 
域を使用し、かつ移動体識別装置 
の帯域を回避可能であることを意 
ロホします。 

-利用可能なチヤンネルは国により異なります。 
•航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認< 
ださい。 

- WLAN を海外で利用する場合、ご利用の国によつ 
ては使用場所、周波数などび制限されている場合 
びあります。その国の法規制などの条件を確認の 
上、ご利用ください。 


■2.4 GHz 機器使用上のを意事項 
WLAN 搭載機器の使用周波数帯では、電子レン 
ジなどの家電製品や産業-科学-医療用機器の 
ほか、工場の製造ラインなどで使用されている 
移動体識別用の構内無線局（巧許を要ずる無線 
局）および特定ル電力無線局（巧許を要しない 
無線局）ならびにアマチュア無線局（巧許を要 
ずる無線局）び運用されていまず。 

1. この機器を使用ずる前に、近くで移動体識別 
用の構内無線局および特定ル電力無線局な5 
びにアマチュア無線局び運用されていないこ 
とを確認してください。 

2. 万び 一、 この機器から移動体識別用の構内無 
線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生し 
た場合には、速やかに使用周波数を変更ずる 
かご利用を中断していただいた上で、本書裏 
面の「総合お問い合わせ巧」までお問い合わ 
せいただを、混信回避のための処置など（例 
えば、パーティションの設置など）について 
ご相談ください。 

3. その他、この機器か5移動体識別用の特定ル電 
力無線局あるいはアマチュア無線局に巧して電 
波干渉の事例び発生した場合など何かお困りの 
ことび起をたとをは、本書裏面の r 総合お問い 
合わせ先」までお問い合わせください。 


■ 目夕\|事項 
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I FeliCaU —ダー/ライターについて | 

•本端末の FeNCa リーダー/ライター機能は、無線 
局の巧許を要しない微弱電波を使用していまず。 
•使用周波数は13.己 6 MHz 帯です。周囲で他のリー 
ダー/ライターをご使用の場合、 十分に離してお使 
いください。また、他の同一周波数帯を使用の無線 
局が近くにないことを確認してお使いください。 


microSDHC 力ード（試供品）について 
のお願い 

♦水をかけないでください。 

micraSD カードは防水性能を有しておりません。 
風呂場などの湿気の多い場所でのご使用や、雨など 
びかかることはおやめ<ださい。また身に付けてい 
る場合、汗による湿気により内部び腐食し故障の原 
因となります。 

•エアコンの吹さ出し□の近くに置かないでください。 

急激な温度の変化により結露し、内部び腐食し故障 
の原因となります。 

• 金属端子部はいつちされいな状態でご使用 < ださい。 
•お手入れは、乾いた柔6かい巧（めがね拭さなど) 
でが:いてください。 

•金属端子部を傷つけたり、不用意に触れたり、 
シヨートさせたりしないで<ださい。 

データの消失、故障の原因となります。 

• microSD 力ードの取り付け/取りがしには、必要 
1 U 上に力を入れないでください。 

•お客様ご自身で、 microSD 力ードに登録された情 
報内容は、別にバックアップを取るなどして保管し 
てくださるようお願いします。 

万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますので 
あらかじめご了承ください。 

♦ microSD カードを巧げたり、重いものをのせたり 
しないで<ださい。 

故障の原因となります。 


■夏\ま意事項 
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• microSD 力ード使用中は、 microSD 力ードを取り外 
したり、本端末の電源を切ったりしないでくださし、。 
データの消失、故障の原因となります。 

• microSD 力ードにラベルやシールなどを貼った状 
態で、機器に取り付けないでください。機器への取 
り付け/取りがしができなくなったり、接触す良が 
発生したりする原因となります。 

• microSD 力ードは、長期間または繰り返しご使用 
になると、データの書さ込みや読み込みなどのご使 
用ができなくなったり、遅くなったりずる場合があ 
ります。 

• 試供品は無料修理保証の巧象がとなっております。 



♦改造された本端末は絶巧に使用しないでくださし、。 
改造した機器を使用した場合は電波法に抵触します。 

本端末は、電波法に基づ<特定無線設備の技術基準 
適合証明などを受けております。本端末のネジをが 
して内部の改造を行った場合、技術基準適合証明な 
どび無効となります。技術基準適合証明などび無効 
となった状態で使用すると、電波法にあ触しますの 
で、絶対に使用されないよラにお願いいたします。 
• 自動車などを運転中の使用にはご注意ください。 
運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の 
対象となります。ただし、傷病ちの救護または公共 
の安全の維持など、やむを得ない場合は対象がとな 
ります。 

• FeNCa リーダー/ライター機能は日本国内で使用 
して < ださい。 

本端末の FenCaU —ダー/ライター機能は曰本国 
内での無線規格に準拠しています。海外でご使用に 
なると罰せられることびあります。 

•基本ソフトウエアを不正に変更しないでください。 

ソフトウエアの改造とみなし故障修理をお断りす 
る場合びあります。 

•通信中は、本端末を身体か51己 mml ；! 上離してご 
使用ください（通話を除く）。 









防水/防塵性能 


N -06 D は、外部接続端子キャップ、 microSD カー 

ドス□ットのキャップ、ドコモ miniUlM 力ードス 

□ットのキャップを閉じた状態で IPX 已^1、 IPX 7 x ’2 

の防水性能と、 IP 已 X ^ 3 の防塵性能を有していま 

す。 

IPX 己とは、内径 6.3 mm のを水ノズルを使用し、 
約 3 m の距離から] 2.已1」ットル/分の水を最低 
3分間を水する条件であらゆるち向から噴流を当 
ててわ、電話機としての機能を有することを意 
はします。 

《2 IPX 7 とは、常温で水道水、かつ静水の水深 Im 
のところに N -0目 D を静かに沈め、約30分間放 
置後に取り出したとさに電話機としての機能を 
有することを意はします。 

《3 IP 已 X とは、保護度合いを指し、直径7己い m 政 
下の塵埃（じんあい）び入った装置に電話機を8 
時間入れてか<はんさせ、取り出したとさに電 
話機の機能を有し、かつ安全を維持することを 
意はします。 

•雨の中で傘をささずに通話、ワンセグ視聴びで 
さます （1 時間の雨量び2日 mm 程度)。 

♦手び濡れているとさや本端末に水滴びついてい 
るとさは、外部接続端テキャップ 、 microSD 
力ードス□ットのキャップ、ドコモ miniUlM 
カードス□ットのキャップの開閉はしないでく 
ださい。 

♦洗面器などに張った常温の水道水につけて、詩 
かに振り洗いをしたり、蛇口から弱めに流れる 
水道水を当てなびら手で洗うことびでさます。 

•外部接続端子キャップ、 microSD カードス 
□ットのキャップ、ドコモ miniUlM 力ードス 
□ットのキャップび開かないようにしっかり 
開じた状態で洗ってください。 

•洗ラとさは、ブラシやスポンジ、せっけん、 
洗剤などは使用しないでください。 


•送話口/マイクや受話口、スピーカーに蛇口 
の水を直接当てないで < ださい。 

♦プールの水や海水に浸けたり、落下させたりし 
ないで < ださい。 

♦ミ尼や±などび付着した場合には、すぐに洗い流 
してください。乾燥して固まると、ミちれび落ち 
にくくなり、傷や故障の原因となります。 
•風呂場で使用でさます。ただし、湯船には浸け 
ないで < ださい。 

•温泉やせっけん、洗剤、入ミ谷剤の入った水に 
は絶対に浸けないでください。 

-風呂場での長時間のご使用はお避けください。 


r ご利用にあたって_ I 

•ご使用前に、外部接続端テキャップ、 micraSD 力一 
ドス □ットのキャップ、 ドコモ miniUlM 力ードス 
□ットのキャップをしっかり閉じ、完全に装着して 
いる状態にしてください。微細なゴ三(微細な繊維、 
髪の毛、砂など）びわずかでわ挟まると水や粉塵の 
侵入の原因となります。 

•イヤホンマイク端テの中に埃び入った場合は、取り 
除いてご使用<ださい。 

•水中で本端末を使用（キー操作など）しないで< だ 
さい。 

♦次のイラストのように、萬温の水し U がの液体などを 
かけたり浸けないで < ださい。 

く例> 

國図函圈 

せっけん/測/人締1 あ水 プール 温泉 
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外部接続端テキヤップ/ 
micraSD 力ードス□ツトのキヤップ 



ドコモ miniUlM 力ードス□ットのキヤップ 


■夏\ま意事項 
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防水/防塵性能を維持するため、異常の有無に 
かかわらず必ず2年に]回、部品の交換び必要 
となります。部品の交換は本端末をお預かりし 
て有料にて承ります。ドコモ指定の故障取扱窓 
口にお持ちください。 


尾要事項_ ] 

•外部接続端テキャップ、 micraSD カードス□ット 
のキャップ、ドコモ miniUlM 力ードス□ットの 
キャップび開いている状態で水などの液体びか 
かった場合、内部に液体び入り、感電や故障の原因 
となります。そのまま使用せずに電源を切った状態 
でドコモ指定の故障取扱窓□へご連絡ください。 

•本端末び濡れた状態でイヤホンを挿さないで<だ 
さい。故障の原因になります。 

♦外部接続端テキャップ、 micraSD カードス□ット 
のキャップ、ドコモ miniUlM 力ードス□ットの 
キャップのゴムパッキンは防水/防塵性能を維持 
する上で重要な役割を担っています。はびしたり傷 
つけたりしないで<ださい。また、ゴ三び付着しな 
いよラにしてください。ゴムパッキンび傷ついた 
り、変形した場合は、ドコモ指定の故障取扱窓□に 
てお取り替え<ださい。 

♦外部接続端テキャップ、 micraSD カードス□ット 
のキャップ、ドコモ miniUlM 力ードス□ットの 
キャップのすさまに、先の尖ったちのを差し込まな 
いでください。ゴムパッキンび傷つさ、水や粉塵の 
侵入の原因となることびあります。 

•水滴び付着したまま放置しないで<ださい。寒冷地 
では凍結し、故障の原因となります。 

•結露防止のため、寒い場所から風呂場などへは本端 
末び萬温になってから持ち込んで<ださい。 

•規定 （ P .21) 政上の強い水流（たとえば、蛇□やシャ 
ワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さの水 
流)を直接当てないでください。 N -06 D は IPX 己の防 
水性能を有しておりますび、故障の原因となります。 

•洗濯機などで洗わないでください。 


• 付属品、オプシヨン品は防水性能を有しておりませ 
ん。付属の卓上ホルダに本端末を差し込んだ状態で 
ワンセグ視聴などをする場合、 AC アダプタを接続 
していない状態でち、風呂場、シャワー室、台所、 
洗面所などの水まわりでは使用しないで<ださい。 

•熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドラ 
イヤーなど）を当てたりしないで<ださい。 

♦送話 □/ マイクや受話□、スピーカーなどを綿棒や 
尖ったわのでつつかないでください。防水/防塵性 
能び損なわれることびあります。 

•本端末は水に浮さません。 

•落下させないで<ださい。傷の発生などにより防 
水/防塵性能の劣化を招くことびあります。 

•送話 □/ マイクや受話□、スピーカーに水滴を残さ 
ないで<ださい。水滴び付着していると通話音量や 
着信音などびノ」\さ < なり、音質び悪 < なる場合びあ 
ります。このよラな場合は、水抜さを行ラことで元 
に戻ります。 

•実際の使用にあたって、すべての状況での動作を保 
証するちのではありません。また、調査の結ま、お 
客様のお取り扱いの不備による故障と判明した場 
合、保証の巧象がとなります。 
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I 水に濡れたとまの水巧をについて I 

本端末を水に濡らした場合、必ず下記の手順で水巧を 
__を行ってください。 

♦送話 □/ マイクや受話□、スピ-力-に水滴び付着 
していると受話音やメ □ディ音などび小さくなり、 
；5 音質び悪くなる場合びあります。その場合、政下の 

/ 手順で水抜をを行い、その後十分に自然乾燥させる 

ま ことで元に戻ります。 

I ft 本端末表面の水分を乾いた清潔な巧な 
W どでよくおき取る 

@ 本端末をしっかりと持ち、20回程度水 
滴び飛ばなくなるまで振る 

•送話 □/ マイクや受話□、スピーカーから水 
滴び飛ばなくなるまで振つてください。 
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ワンセグ/モバキャスアンテナに水び入った 
場合は、じ(下のイラストのように、アンテナ 
を途中まで伸ばした状態で、本端末を振って 
<ださい。 















© 送話 □/ マイクや受話 □、 スピーカー、 
イヤホンマイク端子のずきまに溜まつ 
た水は、乾いた清潔な巧などに本端末 
を軽く巧し当てておき取る 


すをまに溜まった水分を綿棒などで直接拭を 
取らないでください。 



0 本端末か5出てきた水分を乾いた清潔 
な巧などで十分に拭き取る 

-水を拭さ取った後に本端末内部に水滴び残っ 
ている場合は、水び染み出ることびあります。 


り t 電 のとをは_ ] 

付属品、オプション品は防水/防塵性能を有していま 
せん。充電時、および充電後には必ず次の点を確認し 
て < ださい。 

• 本端末び請れていないか確認して < ださい。水に濡 
れた後はよ<水抜さをして、乾いた清潔な布などで 
拭さ取ってから、付属の卓上ホルダに差し込んだ 
り、外部接続端テキャップを開いて<ださい。 
•外部接続端テキャップを開いて充電した場合、充電 
後はしっかりとキャップを閉じて<ださい。 

外部接続端テからの水や粉塵の侵入を防ぐため、卓 
上ホルダを使用して充電することをおすすめしま 
す。 

.本端末び請れている状態では絶対に充電しない 
で < ださい。 

-濡れた手で AC アダプタ、卓上ホルダに触れない 
で<ださい。感電の原因となります。 

• AC アダプタ、卓上ホルダは、水のかからない状 
態で使用してください。風呂場、シャワー室、台 
所、洗面所などの水まわりで使用しないで<ださ 
し、火災や感電の原因となります。 


25 










ご使用前の準備 


さ部の名碌と機能 


〇内側カメラ 
0近接/照度センサー 

•周囲の明るさを検知し、画面の明るさを自動で調 
整します。 

包受話 □ 

〇タッチキー-43.29 
包お知5せ LED 

♦ 充電中 

-着信時（着信ランプ） 

-不在着信、新着メール（お知らせランプ） 

包ディスプレイ（タッチパネル） 

0 ボ U ユー ムキー 
@電源 キー 
0外部接続端子 

-充電時やパソコン接続時などに使用する接続端 
テです。 

⑩ microSD 力ードス□ット 
のワンセグ/モバキヤスアンテナ 
@スピーカー 
⑩巧電端子 

⑩ドコモ miniUlM 力ードス□ット 
瓜ストラップ取付巧 
⑩イヤホンマイク端子 

-へッドホンなどを接続する直径3.已 mm の接続端 
子です。 

め送話 □/ マイク 
⑩7イク 
瓜。 マー ク 
⑩ライト 
ゆ撮影認識 LED 
® Xi アンテナ X 
@ホタ'!'線ポート 
©が側カメラ 

© GPS / Wi - Fi / Bluet 00 计 1 アンテナ^ 

※アンテナは、本体に内蔵されています。アンテナ付 
近を手で覆ラと品質に影響を及ぼす場合びあります。 
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ご利用前の準備 



■取り外し 

ドコモ miniUlM 力ードを押し込むとドコモ miniUlM 
カードびかし出てさます。 


ImicroSD 力ードの取り付け _ 

♦対応の micraSD 力ードについては各 micraSD 力一 
ドメーカへお問い合わせく ださい。 



■取り外し 

micraSD 力ードを押し込むと micraSD 力ードび少、し 
出てをます。 


巧電する 


•付属の卓上ホルダ N 39と AC アダプタ日3 (別 
売）’ X を使って充電します。 

※八じアダプタ03は、 AC アダプタ本体と micraUS 目 
接続ケーブ j レで構成されています。 



■ご使用前の準備 
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■取り外し 

充電び終了したら、卓上ホルダを押さえなびら本端末 
を取りがします。 



おし5せ 


•卓上ホルダを使用しない場合は、 microUSB プラグを 
本端末の外部接続端子に差し込みます。 

•本端末とパソコンを microUSB 接続ケーブル01(別 
売)などで接続して、本端末を充電することびでさます。 
•充電中はお知らせ LED びホ < 点好し、電池残量び 
90%け上になると緑色で点巧します。充電び完了する 
と消なします。 

•充電び終了したら、コンセントや本端末から、接続し 
たケーブルなどを抜いてください。 


I ご使語の準備 
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電源を入れる 


0 


電源キーを2秒 m 上巧ず 
■電源を切る 

電源キーを1秒政上押す ► 「電源を切る」 ► roK 」 


ス U —プモードについて 


電源キーを巧したり、本端末を一定時間操作しない 
と、ディスプレイの表示が消えてスリープモードにな 
ります。 

電源キーを巧して、スリープモードを解除でをます。 


I 画面ロックについて_ 

電源を入れたり、スリープモードを解除したとさは、 
タッチノ くネルが □ ックされています。 

©をタップすると、□ックが解除されます。 


基本操作 


本端末はタッチパネル（ディスプレイ）を指で直 
接触れて操作します。 


■タップ 

タッチノはルに軽く触れることで、項目の選択や実行 
を行います。 

■□ングタッチ 

タッチパネルに長く触れることで、メニューび表示さ 
れる場合びあります。 

■スライド 

タッチパネルに触れたまま指を動かすことで、画面を 
スク□ールします。 

■ドラッグ 

アイコンなどを指で触れたままスライドすることで、 
移動することびでさます。 










■フ u ツク 

すばやくスライドし指を離すことで、表示したいち向 
に画面をすばやくスク□ールします。 

■2 本の指の間隔を広げる/狭める 

2本の指でタツチノくネルに触れ、2本の指の間隔を広 
げる/狭めるようにスライドして、画面を拡大/縮ル 
します。 


タッチパネル利用上のミ主意 

タッチノ くネルは指で軽く触れるよラに設計されてい 
ます。指で強<巧したり、先び尖ったわの（の/ボー 
ルペン/ピンなど）を押し付けないで<ださい。 
次の場合はタッチパネルに触れても動作しないこと 
びあります。また、誤動作の原因となりますのでご 
を意 < ださい。 

•手袋をしたままでの操作 
- W の先での操作 

-異物を操作面にのせたままでの操作 
-保護シートやシールなどを貼っての操作 
•タッチパネルび濡れたままでの操作 
-指び汗や水などで濡れた状態での操作 


r タツチキーの操作_ ] 

- ES :表示している画面で実行でさるメニューを 
_ 表术します。 

•而:機能を利用しているとさなどにホーム画面 
を表示します。また、□ングタッチするこ 
とで、タスク管理を行ラことびでをます。_ 
^ :一つ前の画面に戻ります。直前の画面に戻 
りたいとさなどに利用します。 


[ it 字を入力する_ I 

テキストボックスをタップすると、キーボードが表示 
され、文字が入力でさます。 

「文字入力時に変換-推測候巧び表示され、タップ 
して文字を入力することびでさます。 



手書さで文字を入力でさます。 


テンキーキーボード(携帯電話で一般的なキーボード) 
に切り替えます。 
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初期設定 


[ It じめて電源を入れたときの設定 


本端末の電源をはじめて入れたとを、下の設定を行 
います。 


0 


言語をタップ ► 「次へ」 


@ 表示内容を確認 ► 「次へ」 

政降、画面に従って政下の設定を行います。 

• Google アカウントの設定 
• Google 位置情報の利用 
- GPS 機能の利用 

® ソフトウエア更新に関する説明び表示 
された5、確認し「次へ」 

〇 ドコモサービスの初期設定画面び表示 
された5「進む」 

し U 降、画面に従って政下の設定を行います。 

-アプ1」一括インス I -ール 
-おサイフケータイの初期設定 
-ドコモアプ U パスワードの設定 
-位置提供設定 

@roK 」 
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ホーム画面 


ホーム画面はアプ U ケーションを使用するための 
スタート画面で、をタップして呼び出すこと 
がでをます。 

アプリケーションの 
ショートカット ウイジェット 



電話を起動 

アプリケーシヨンー覧画面を表示 

ブラウヴを起動 


※画面はイメージであるため、実際の画面とは異なる 
場合びあります。 

■ホーム画面のページを切り替える 
►ちまたは左にホーム画面をフ U ック 

























r ステータスバーについて_ I 

ステータスバーには通知情報を示す通知アイコン（左 
側）や、本機の状態をおすステータスアイコン（ち側） 
が表示されます。 


I をな ステータスアイコン 


アイコン 

説明 

回/ n / 日 

要充電/電池残量/充電中 

の※ 

電波状態 

圆※ 

国際□一三ング中 

面 

圏外 

旧 / Hr 

LTE 通信中/使用可能 

困/田※ 

3 G 通信中/使用可能 

因 / IT 

GPRS 通信中/使用可能 

巧 

機内モード設定中 

宜※ 

Wi - F 胺続中 

図 

Wi - F 胺続中 （ AutolP 時） 


目 luetooth 機能 ON / 対応機器接続中 

因 

データ同期中 

因 

おサイフケータイ□ック設定中 


ドコモ miniUlM カード未挿入 

i 

アラーム設定中 

田 

通話中にスピーカー ON 

函 

マイク三ュート設定中 


マナーモード 

(パ'イブレーシヨン ON / OFF ) 

團 

eco モー KON 

( ec □び灰色：お好み ec □モード 
ec □び水色：しっかり ec □モード） 


アイコン 

説明 

图 

GPS 測位中 

田 

モバキャス設定の「外付けアンテナを 
使用する」び有効 

固/巧/ 

日/囚 / 

國/田/圈 

入力文字種（漢字/ひらびな/カタカ 
ナ/英文字/数字/絵文字-顔文字- 
記号-定型文-文字コード / T 9 入力） 


《 G □□呂 le のアカウントを設定している（同期してい 
る）場合は青色に、設定していない（同期していな 
し^場合は灰色になります。 

I まな通知アイコン 


アイコン 

説明 

M 

新着 Gmail あり 

マ 

新着 E メールあり 

回 

新着 sp モードメールあり 


新着 SMS あり 

立 

SMS 送信失敗 

固 

留守番電話あり 

因 

新着インスタントメッセージあり 

凸 

エ U アメールあり 

国 

カレンダーの予定あり 

图 

アラームびスヌーズ中 

□ 

メディアプレイヤー再生中 


セキュリティ設定阳し」の Wi - Fi ネッ 
トワークび存在する 

泣 

目 luetooth 通信でファイル着信あり 

巧 

US 巨接続中 

田/田 

通話中/保留中 
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アイコン 

説明 

因 

不在着信あり 

1 

データアップ□ード/送信 

■ 

データダウン□ード/受信 

三 

アプ U ケーションインストール完了 

wmm 

インストール済みアプ U ケーション 
アップデートあり 

巧 

通知アイコンを表示しされていないとさ 

园 

赤外線通信中 

国 

ワンセグ視聴中 

國 

ワンセグ録画中 

因 

MEDIAS NAVI の更新あり 

己 

ソフトウェア更新あり 

邑 

メジャーアップデート更新あり、更新中 

童 

PC Link 接続中 

童 

PC Link 利用可能 

田 

PC Link の確認メッセージあり 

ち 

USB PC Link で接続中 

回 

タップ サーチ 中 

巧 

エラー/警告メッセージあり 

己 

システムメモ U に空さ容量なし 

■ 

US 目テヴ U ング利用中 

■ 

Wi - Fi テヴリング利用中 

■ 

US 目テヴリングと Wi - Fi テヴ U ング利 
用中 

a / 曰 

VPN ( PPTP ) 接続中/切断 


VPN ( IPSec / L 2 TP ) 接続中 

の 

モバキャスの電波状態 


H ご使里刖の準備 
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懼知パネルについて_ ] 

通知パネルを開いて不在着信やダウン□ー ドの完了 
などの情報を確認でさます。 



通知情報び表示されます。 


マナーモー ドや ec □モー ドなどの 
切替びでさます。 

※画面はイメージであるため、実際の画面とは異なる 
場合びあります。 

■通知パネルを閉じる 

►通知パネルの下部を上にドラッグ 

















































アプ u ケーシヨンー貴画面 


本端末ではアプ U ケーシヨンを起動して、電話や 
メール、カメラなどの機能を利用します。 




※画面はイメージであるため、実際の画面とは異なる 
場合びあります。 



本端末には、便利にお使いいただくための各種機 
能に、暗証番号の必要なちのがあります。本端末 
を□ックするためのパスワードやネットワーク 
サービスでお使いになるネットワーク暗証番号な 
どがあります。用途ごとに上手に使い分けて、本 
端末を活用してください。 


各種暗証番号に関するごを意 

♦設定する暗証番号は、「生年月日」、「電話番号 
の一部」、「所在地番号や部屋番号」、「1 ]] ]」、 
「1234」などの他人にわかりやすい番号は 
お避けください。また、設定した暗証番号は 
メモを取るなどしてお忘れにならないよラお 
気をつけください。 

♦暗証番号は、他人に知られないよラに十分ご 
ミち意ください。万び一暗証番号び他人に知ら 
れ悪用された場合、その損害については、当 
社は一切の責任を負いかねます。 

•各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約 
者ご本人であることび確認でさる書類（運転 
免許証など）や本端末、ドコモ miniUlM カー 
ドをドコモショップ窓口までご持参いただく 
必要びあります。詳し<は本書裏面の「総合 
お問い合わせ先」までご相談ください。 

• PIN □ック解除コードは、ドコモショップで 
ご契約時にお渡しする契約申込書（お客様控 
え）に記載されています。ドコモショップ I ソ 
外でご契約されたお客様は、契約者ご本人で 
あることび確認でさる書類（運転免許証など） 
とドコモ miniUlM 力ードをドコモショップ窓 
口までご持参いただくか、本書裏面の「総合 
お問い合わせ先」までご相談ください。 



i 
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r ネットヮ-ク隔正番号_ I 

ドコモショップまたはドコモインフォメーションセ 
ンターでのごまで受付時に契約ちご本人を確認させ 
ていただく際や各種ネットワークサービスご利用時 
などに必要な数字4巧の番号です。ご契約時に任意の 
番号を設定いたださますが、お客様ご自身で番号を変 
要でをます。 

パソコン向け総合ヴポートサイト 「Mydocomo」 の 
ご rdocomo ID/ パスワード」をお持ちのちは、パソコ 
Iンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続さ 
^がでさます。 

の ♦「 Mydocomo 」 については、本書裏面の裏側をご 
S 覽ください。 


[PINT コード I 

ドコモ miniUlM 力ードには、 PIN 1コードといラ暗証 
番号を設定でをます。ご契約時は「0000」（数字の 
ゼ04つ）に設定されていますが、お客様ご自身で蚕 
号を変更でをます。 

PIN1 コードは、第兰者による無断使用を防ぐため、 
ドコモ miniUlM 力ードを取り付ける、または本端末 
の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力 
する4〜8衍の番号（コード）です。 PIN 1コードを 
入力することにより、発着信および端末操作が可能と 
なります。 

•他の端末で利用していたドコモ miniUlM 力ードを 
差し替えてお使いになる場合は、前にお客様び設 
定された円 N ] コードをご利用<ださい。設定を変 
要されていない場合は「0000」となります。 

• PIN ] コードの入力を3回連続して間違えると、 
PIN ] コードび□ックされて使えなくなります。こ 
の場合は、「円 N □ック解除コード」で□ックを解 
除して < ださい。 


I ドコモ miniUlM 力ードの PIN をち効にする_ 

電源を入れたとをに PIN 1コードの入力が必要になる 
よラに設定します。 


ホーム画面で胃 ► 「設定」 ► 「現在 
W 地情報とセキュリティ」 ►「 PIN 設定」 

gi 「 PIN 1コード入力設赴 

巧 ■PIN 1 コードを変更ずる場合 

► 「円 N ] コード変更」►現在の円 N ] コードを 
入力►「□!<」►新しい円 N ] コードを入力►「□!<」 
►再度新しい円 N ] コードを入力 ► roKj 
•あらかじめ「円 N ] コード入力設定」を有効に 
しておく必要びあります。 


Q PIN 1 コードを入力 ► rOKJ 
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rPIN □ック解除コード （ PUK コード ）I 

PIN □ック解除コードは、 PIN 1コードが□ックされ 
た状態を解除するための8巧の番号です。なお、お客 
様ご自身では変更することがでさません。 

•円 N □ック解除コードの入力を10回連続して間違 
えると、ドコモ miniUlM 力ードび□ックされます。 
その場合は、ドコモショップにお問い合わせくださ 
い。 

■ ドコモ miniUlM 力ードの PIND ックを解除ずる 

-円 N ] び□ックされた旨のメッセージび表示された 
ら、政下のように解除します。 

「緊急通報」 ► 「乂乂0己* [ PIN □ック解除コード] 
关[新しい円 N ]〕ー ド]关惭しい円 N 1〕ード] 
#」と入力 

-例えば、円 N □ック解除コードび「88888888」で、 
ドコモ miniUlM 力ードの円 N ] コードを「2已80」 

に変更する場合は、「乂乂〇己乂88888888乂 
2已80乂2己80#」と入力します。 


パイス管理者を設定する ] 

本端末の管理者を有効/無効に設定します。 

• おまかせ □ ックを利用する場合は、「おまかせ□ッ 
ク」を有効にする必要びあります。 20] 2年2月現 
在、おまかせ□ックはご利用いただけません。 

0 ホーム画面で胃 ► 「設定」 ► 「現在 
地情報とセキュリティ」 ► 「デバイス 
管理者を選択」 

@ 管理をを選択 ► 「有効にする」/「無 
効にする」 


ご使用前の準備 
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電話/ゾール/ブラウザ 


電話 


胃話をかける 



電 

話 


メ 

I 

ル 


2 

ろ 

ザ 


0 アプリケーションー覧画面で「電話」 

► 「ダイヤル」 

@ 電話番号を入力 

-電話番号の入力を間違えた場合は、 L の1を 
タツプして入力したま号を消去します。 

■発信者番号通知を手動で設定ずる 

►胃 ► 「発信ち番号通知」 ► 「通知する」/「通 
知しない」 

•電話番号の前に「186」/「184」を付けて 
わ、ま号通知/ま号非通知を設定でさます。 
※その発信に限り有効です。 


►ボ 1」 ユー ムキーを 押す 


0 


通話び終了した5「《」 


L 通話履歴か6電話をかける 


0 アプリケーシヨンー覧画面で「電話」 
► r 着信履歴」/ r 発信履歴」 


@「u 


■緊急通報 


緊急通報 

電話番号 

警察への通報 

110 

消防-救急への通報 

119 

海上での通報 

118 


♦本端末は、「緊急通報位置通知」に対応しておりま 
す。 

110ま、119ま、 1] 8まなどの緊急通報をかけた 
場合、発信場所の情報（位置情報）び自動的に警察 
機関などの緊急通報受理機関に通知されます。お客 
様の発信場所や電波の受信状況により、緊急通報受 
理機関び正確な位置を確認でさないことびあります。 
なお、「184」を付加してダイヤルするなど、通話 
ごとに非通知とした場合は、位置情報と電話番号は 
通知されませんび、緊急通報受理機関び人命の保護 
などの事由から、必要であると判断した場合は、お 
客様の設定によらず、機関側び位置情報と電話番号 
を取得することびあります。 

また、「緊急通報位置通知」の導入地域/導入時期 
については、各緊急通報受理機関の準備状況により 
異なります。 

•本端末から]]0ま、]]9番、]]8番通報の際は、 
携帯電話からかけていることと、警察-消防機関側 
から確認などの電話をする場合びあるため、電話番 
号を伝え、明確に現在地を伝えて<ださい。 

また、通報は途中で通話び切れないよラに移動せず 
通報し、通報後はすぐに電源を切らず、]0分程度 
は着信のでさる状態にしておいて<ださい。 
•かけた地域により、管轄の消防署-警察署に接続さ 
れない場合びあります。 


Q 通話び終了した5「《」 
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おし 6 せ 


•画面□ックを設定している場合、解除パターン入力画 
面や□ック No 入力画面ではパスワードの入力を行わな 
くてち緊急通報は巧能です。それぞれの入力画面で r 緊 
急通報」をタップしてください。「緊急通報」画面び表 
示され、緊急電話番号にだけ電話をかけることびでを 
ます。 


• 日本国内では、ドコモ miniUlM 力ードを取り付けてい 
ない場合、緊急通報]] 〇番 /]] 9ま/ 1] 日まに接続 
でさません。 

•曰本国内では、電源 ON 時の PIN コード入力画面から「緊 
急通報」をタップしてを、緊急通報]]0ま/] ] 日ま/ 
] 18番に接続でさません。円 N コードについて詳しく 
は「□ック/セキュリティ」 ( P .33) を参照してくださ 
しん 


話を受ける 


0 電話びかかってきた5 r 操作開始」 ► 「通 
亂 


■着信を拒否ずる 

► 「操作開始」 ► 「拒否」 

■応答を保留にずる 

►胃 ► 「応答保留」 

-電話びつなびった状態のまま保留します。 

通話び終了したら「《」 



電 

話 


メ 

I 

ル 


2 

ろ 

ザ 
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pi 話帳を利用する_ ] 

電話帳には電話番号、 E メールアドレスなどを登録で 
さます。 



アプリケーションー覧画面で「電話帳」 



③ ④ 
電話帳一覧画面 


①電話帳一覧画面を表示します。 

③自分のプ□フィール（マイプ□フィール）を 
表术します。 

③ 電話帳の詳細（プ□フィール）を表示します。 

-画像をタップして表示されたアイコンを 
タップし、電話をかけたり、メールを作成 
することびでさます。 

④ 電話帳を新規登録します。 

•名前、電話番号、メールアドレスなど、必 
要な項目を入力して「登録完了」をタップ 
します。 


■電話帳を microSD 力ードにインポート/エク 
スポート、ドコモ miniUlM 力ードからインポー 
卜ずる 

► 「その他」 ► 「インポート/エクスポート」 

►►政下の項目から選択_ 

SIMA - ドか 5 インポート ……ドコモ miniUlM 力一 
ドから本端末に電話帳を読み込みます。 _ 

SD 力ードか 5 インポート …… micraSD 力ードから本 
端末に電話帳を読み込みます。_ 

SD カードにエクスポート ……本端末から microSD 
力ードに電話帳を保存します。_ 

表示可能な電話帳を共有 ……表示可能なすべての電 
話帳を、目 luetooth 通信やメールで送信します。 


J 電話\メ|ル\ブラウザ 
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メール 


[l メール 


mopera U や一般のサービスプ□バイダが提供する 
メールアカウントを本機に設定し、パソコンと同じよ 
うに E メールを送受信できます。 


0 


アプリケーションー覧画面で「メール」 

■E メールを作成して送信ずる 

►回 ► 「作肋 ► riQj に送信相手のメール 
アドレスを入力 ► 「件名」に件名を入力 ► 「メッ 
セージを作成」にメッセージを入力 ► 「送信」 

■メールボックスを開く 

►回 ► 「フォルダ」 


その他のメールについて 


sp モー ドメール 


i モードのメールアドレス （@ clocomo . ne . jp ) を 
利用して、メールの送受信びでをます。絵文字、デ 
コメール®の使用び可能で、自動受信にわ対応して 
おります。 


SMS 


携帯電話ま号を宛先にしてテキストメッセージを 
送受信します。 


Gmail 


Gmail は、 G □□呂 le のメールサービスです。本端末 
の白 mail を使用して、 E メールの送受信び行えます。 


咳急速報 r エリアメール J 


本端末が圏内にあるとさに、気象庁や自治体から配信 
される緊急情報などを受信することがでをます。 
•エ|」 アメー ルはお申し込み不要の無料 サービスで 
す。 

• 下の場合はエ U アメールを受信でさません。 

-圏が時 
-電源 OF 刊寺 
-国際□一三ング中 
-機内モード中 

-他社の SIMA — ドをご利用時 
垂通言舌中 

♦な下の場合はエ U アメールを受信でさない場合び 
あります。 

-パケット通信中（データ通信中） 

• Wi - Fi テヴ U ング利用中 
- US 目テヴ U ング利用中 
-ソフトウエア更新中 
-メジャーアップデート中 
-システムメモ U の空さ容量びかないとさ 
•受信でさなかったエ1」アメールを後で受信するこ 
とはでさません。 

I 緊急 速報 r エリアメール J 受信 

内容通知画面が表示され、ブザー音（緊急地震速報)/ 
着信音（緊急地震速報外（災害-避難情報など)) 
とバイブレーシヨン、お知らせ LED の点滅でお知5 
せします。 

• ブヴー音や着信音の音量は変更でさません。 

I ま信したエリアメールををで 閲覽 する 


0 


アプリケーシヨンー覧画面で「エリア 
メール」►エリアメールをタップ 


■電話 \メ-ル/ブラゥザ 
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ブラウザ 


ブラウザを利用して、ウェブページを閲覧でさま 
す。本端末では、パケット通信や Wi-Fi による接 
続でサイトを利用でをます。 

0 アプリケーシヨンー覧画面で「ブラウ 
ザ」 



アドレスバー 


@ アドレスバーをタップ ► URL または 
キーワードを入力 

© 「実行」または候補リストか5表示した 
いウェブページをタップ 
■スク□ール 

-スク□ールしたい方向にスライドー P .28 

■拡大/縮ル 

•拡大/縮ルしたい箇所を2本の指で広げる/狭める 
一 P .29 

•拡大したい部分をダブルタップに回続けてタッ 
プ)、再度ダブルタップしてわとの表示に戻す 

■ウェブページを前後に移動 

-で前のページに戻る、胃 ► 「進む」で次のペー 
ジに進む 
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付録 


オプション-関連機器のご紹な 


本端末にさまざまな別売りのオプション機器を組 
み合わせることで、パーソナルからビジネスまで 
さ 5 に幅広い用途に対応でさます。なお、地域に 
よってはお取り扱いしていない商品ちあります。 
詳しくは、ドコモショップなど窓□へお問い合わ 
せ < ださい。 

また、オプションの詳細については、各機器の取 
扱説明書などをご覽ください。 

-卓上ホルダ N 39 

- FOMA 充電 microUS 巨変換アダプタ N 01 
- FOMA AC アダプタ日]※/日2》 

- AC アダプタ日3 
- FOMA 海外兼用 AC アダプタ日 
- FOMA DC アダプタ日]※/日 
- DC アダプタ日3 
-ワイヤレスイヤホンセット日2 
• 巨 luetooth へッドセット F 01 
-巨 luetooth へッドセット用 AC アダプタ F 01 
- FOMA 補助充電アダプタ日 
. FOMA 乾電池アダプタ日] X ’ 

-骨伝導レシーバマイク日2 
-ポケットチャージャー日]/日2 
-海外用 AC 変換プラグ C タイプ日] 

- microUS 目接続ケーブル日] 

-イヤホンマイク日2 
-ステレオイヤホン7イク日2 
-イヤホン変換アダプタ日2 
-アンテナ付イヤホン変換ケーブル SH 01 
《 FOMA 充電 microUSB 変換アダプタ N 01び必要 
です。 


おし6せ 


[•お客様のご利用環境によっては、モバキャス受信に影 
I 響び出る可能性びあります。 



巧8障かな？と思った5_I 

•まずはじめにソフトウェアを更新する必要びある 
かどうかをチェックし、必要びある場合はソフト 
ウェアを更新してください。一 P .47 
•気になる症状のチェック項目を確認してち症状び 
改善されないとさは、本書裏面の「故障お問い合わ 
せ先」、またはドコモ指定の故障取扱窓□までお気 
軽にご相談ください。 


■電源 


本端末の電源び入らない 


•電池切れになっていませんか。 

- 

■充電 

充電びでさない（お知らせ LED び点なしない/点滅 
する） 

•アダプタの電源プラグびコンセントに 
しっかりと差し込まれていますか。 

P .27 
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• FOMA 充電 micraUS 目変換アダプタ N 01 
(別売）と AC アダプタ01/02 (別売） 
を使用する場合、 FOMA 充電 micraUS 目 
変換アダプタ N 0]と AC アダプタ01/ 
02、および FOMA 充電 micraUS 目変換 
アダプタ N 0]と本端末び正し<接続さ 
れていますか。 

また、付属の卓上ホルダを使用する場合、 
AC アダプタび付属の卓上ホルダにしっ 
かりと接続されていますか。 

P .27 

•付属の卓上ホルダを使用する場合、本端 
ホの充電端テは巧れていませんか。巧れ 
たとさは、端テ部分を乾いた綿棒などで 
拭いてください。 


•パソコンを使用して充電する場合、パソ 
コンの電源び入っていますか。 

- 

•パソコンを使用して充電する場合、他の 
US 目機器は取りがしてください。 

- 

•パソコンを使用して充電する場合、電源 
供給されているパソコン本体の USB 
ポートに直接接続してください。 


•パソコンを使用して充電する場合、本端 
ホの電池残量び完全にな<なっていませ 
んか。 AC アダプタなどでしばらく充電 
を行ってから接続してください。 


•パソコンを使用して充電する場合、パソ 
コン側コネクタおよび本端末側コネクタ 
びしっかりと差し込まれていますか。 


•パソコンを使用して充電する場合、卓上 
ホルダでは充電でさません。 

- 

•充電しなびら通話や通信、その他機能の 
操作を長時間行ラと、本端末の温度び上 
昇して、充電を停止する場合びあります。 
その場合は、本端末の温度び下びってか 
ら再度充電を行ってください。 



■端末操作 

操作中-充電中に熱<なる 
♦操作中や充電中、また、充電しなびら力 
メラ機能やワンセグ視聴/録画などを長 
時間行った場合などには、本端末やアダ 
プタび温かくなることびありますび、ま 
全上問題ありませんので、そのままご使 
用 < ださい。 

•カメラ機能やワンセグ視聴/緑画を長時 
間行ラと、本端末び温かくなり、カメ 
ラ/ワンセグび終了することびありま 
す。しばら<たってから、カメラ/ワン 
セグをご利用 < ださい。 

電池の使用時間び短い 
• 圏外の状態で長時間放置されるよラなこ 
とはありませんか。 

圏が時は通信可能な状態にでさるよラ電 
波を探すため、より多くの電力を消費し 
ています。 

•内蔵電池の使用時間は、使用環境や劣化 
度により異なります。 

•内蔵電池は消耗品です。充電を繰り返す 
ごとに、 ] 回で使える時間び次第に短く 
なっていさます。 

十分に充電してわ購入時に比べて使用時 
間び極端に短<なった場合は、本書裏面 
の「故障お問い合わせ先」または、ドコ 
モ指定の故障取扱窓□までお問い合わせ 
<ださい。 
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タップしたり、キーを巧してわ動作しない 


•本端末の電源び切れていませんか。 

P .28 

•正しくタッチパネルに触れていますか。 

P .28 

• 画面 □ ックされていませんか。 

P .28 

♦スリープモードになっていませんか。電 
源キーを押してス U —プモードを解除し 
て < ださい。 

P .28 

♦電源キーを押し続けることで、本端末を 
再起動することびでさます。 

- 

ドコモ miniUlM カードび認識されない 

• ドコモ miniUlM 力ードを正しい向きで挿 
入していますか。 

P .27 


本端末の動作び不安定 
•ご購入後に本端末へインス I -ールしたア 
プ1」ケーシヨンによる可能性びありま 
す。セーフモードで起動して症状び改善 
される場合には、インストールしたアプ 
U ケーシヨンをアンインス!-ールするこ 
とで症状び改善される場合びあります。 
※セーフモードとはご購入時の状態に近い 
状態で起動させる機能です。 


■セーフモードの起動方法 

電源び OFF の状態から電源を入れ、防水に 
関するま意喚起のイラストの画面び表示さ 
れてから、ホーム画面び表示されるまで、 
胃を押し続けてください。 

※セーフモードび起動すると画面の左下に 
「セーフモード」と表示されます。 
※お客様のインス I -ールしているアプ1」 
ケーシヨンによっては、を巧すタイ 
三ングび変わる場合びあります。上記の 
操作でセーフモードび起動しない場合 
は、胃を押すタイミングを前後にずら 
して < ださい。 

※セーフモードを終了するには、電源を] 
度 OFF にし起動し直してください。 

-必要なデータを事前にバックアップし 
た上でセーフモードをご利用<ださ 
い。 

-お客様ご自身で作成されたウィジエッ 
卜び消える場合びあります。 

-セーフモードは通萬の起動状態ではな 
いため、通萬ご利用になる場合には、 
セーフモードを終了しご利用くださ 
い。 
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■通話 

1の表示び出て電話びかけられない 

•サービスエ U ア外か、電波の弱い場所に 
いませんか。 

P .31 

通話びでさない（場所を移動してち g の表示び消え 
ない、電波の状態は悪<ないのに発信または着信び 
でさない） 

•電源を入れ直すか、ドコモ miniUlM カー 
ドを入れ直してください。 

- 

•電波の性質により、■を表示している 
状態でわ発信や着信びでさない場合びあ 
ります。場所を移動してかけ直して<だ 
さい。 


•電波の混み具合により、多くの人び集ま 
る場所では電話やメールび混み合い、つ 
なびりにくい場合びあります。 


通話中、《などび画面に表示されない/通話中、 
ディスプレイに何ち表示されない 

• ス U —プモードを解除しても《などび 
表示されない場合、近接センサーび保護 
シートなどで隠れている可能性びありま 
す。近接センサーを隠さないよラにして 
<ださい。また、ス U —プモードを解除 
して、胃またはをタップすると、 
A などを表示させることびでさます。 

P .26 


1 エラーメッセージ 1 

円 N ] び□ックされました。 

円 N □ック解除コードを入力してください。 

♦円 N ] コードび□ックされているとさに、 
電源を入れると表示されます。「緊急通 
報」をタップして、「乂乂〇己* [円 N □ッ 
ク解除〕ード]*惭しい円 N 1〕一円 
乂 [新しい円 N ] コード]#」と入力し 
て < ださい。 

P .3 己 

PUK び□ックされました。 

•円 N □ック解除コードび □ ックされてい 
るとさに、電源を入れたりドコモ 
miniUlM 力ードに関係した操作をしよう 
としたとさに表示されます。ドコモ 
ショップ窓□までお問い合わせくださ 
い。 

P .3 已 
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巧証とア フターサー ビス 


[ T 呆証について_ I 

•本端末をお買い上げいただ<と、保証書び付いてい 
ますので、必ずお受け取り<ださい。記載内容およ 
び「販売店名-お買い上げ曰」などの記載事項をお 
確かめの上、大切に保管してください。必要事項び 
記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただ 
いた販売店へお申し付けください。無料保証期間 
は、お買い上げ曰より]年間です。 

•この製品は付属品を含め、改良のため予告な<製品 
の全部または一部を変更することびありますので、 
あらかじめご了承ください。 

•本端末の故障-修理やその他お取り扱いによって電 
話帳などに登録された内容び変化-消失する場合び 
あります。万び一に備え、電話帳などの内容はメモ 
などに控えをお取りくださるよラお願いします。ま 
た、本端末の修理などを行った場合、ダウン□ー ド 
した情報は、一部を除さ著作権法により修理済みの 
他の端末などに移行を行っておりません。 

※本端末は、電話帳のデータを micraSD カードに 
バックアツプしていただくことびでさます。 


[アフターサービス について 


I 調子び悪い場合 

修理を依頼される前に、本書の「故障かな？と思った 
5」をご覧になってお調べください。それでち調子が 
よくないとさは、本書裏面の「故障お問い合わせ先」 
にご連絡の上、ご相談ください。 

I お問いをわせの結ま、修理び化要な場合 

ドコモ指定の故障取扱窓□にご持参いただをます。た 
だし、故障取扱窓□の営業時間内の受付となります。 
また、ご来店時には必ず保証書をご持参ください。な 
お、故障の状態によっては修理に日数がかかる場合が 
ございますので、あ5かじめご了承ください。 

■保証期間内は 

-保証書の規定に基づさ無料で修理を行います。 

-故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ち<ださ 
し、保証期間内であってわ保証書の提示びないち 
の、お客様のお取り扱い不良（ディスプレイ-コネ 
クタなどの破損）による故障-損傷などは有料修理 
となります。 

-ドコモの指定政がの機器および消耗品の使用に起 
因する故障は、保証期間内であってわ有料修理とな 
ります。 

■ l ^ TF の場合は、修理でをないことびありまず 

-故障取扱窓□にて水濡れと判断した場合（例：水請 
れシールび反応している場合） 

•お預かり検査の結ま、水濡れ、結露•汗などによる 
腐食び発見された場合や内部の基板び破損-変形し 
ていた場合（外部接続端テ-イヤホンマイク端テ- 
ディ スプレイなどの破損や匡体亀裂の場合におい 
てわ修理びでさない可能性びあります） 

※修理を実施でをる場合でわ保証対象外になります 
ので有料修理となります。 

■保証期間び過ざたとさは 

ご要望により有料修理いたします。 
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■部品の保有期間は 

本端末の巧修用性能部品（機能を維持するために必要 
な部品）の最低保有期間は、製造巧切り後6年間を基 
本としております。ただし、故障箇所によっては修理 
部品の不足などにより修理びでさない場合ちござい 
ますので、あらかじめご了承ください。また、保有期 
間び経過した後ち、故障箇所によっては修理可能なこ 
とびありますので、本書裏面の「故障お問い合わせ先」 
へお問い合わせください。 


お願い 

• 本端末および付属品の改造はおやめくださ 
しん 

-火災-けび-故障の原因となります。 

-改造び施された機器などの故障修理は、改 
造部分を元の状態に戻すことをご了承いた 
だいた上でお受けいたします。ただし、改 
造の内容によっては故障修理をお断りする 
場合びあります。 

し^下のよラな場合は改造とみなされる場合 
びあります。 

-ディスプレイ部や キー 部に シールな どを 
貼る 

-接着剤などにより本端末に装飾を施す 

-外装などをドコモ純正品し U 外のちのに交 
換するなど 

•改造び原因による故障•損傷の場合は、保 
証期間内であってち有料修理となります。 

•各種機能の設定などの情報は、本端末の故障- 
修理やその他お取り扱いによってク U ア （U 
セット）される場合びあります。お手数をお 
かけしますび、この場合は再度設定を行って 
くださるよラお願いいたします。 

•修理を実施した場合には、故障箇所に関係な 
く、 Wi - Fi 用の MAC アドレスおよび巨 luetooth 
アドレスび変更される場合びあります。 
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♦本端末の下記の箇所に磁気を発生する部品を 
使用しています。キャッシュカードなど磁気 
の影響を受けやすいちのを近づけますとカー 
ドび使えなくなることびありますので、ごを 
意ください。 

使用箇所；受話口、スピーカー、 GPS / 

Wi - Fi / 目 luetooth アンテナ付近 
•本端末は防水性能を有しておりますび、本端末 
内部び濡れたり湿気を帯びてしまった場合 
は、すぐに電源を切って、お早めに故障取扱 
窓口へご来店ください。ただし、本端末の状 
態によって修理でさないことびあります。 


メモリダイヤル（電話帳機能）およびダ 
ウン□ード情報などについて 

•本端末を機種変更や故障修理をする際に、お客様び 
作成されたデータまたはが部から取り込まれた 
データあるいはダウン□ー ドされたデータなどび 
変化•消失などする場合びあります。これらについ 
て当社は一切の責任を負いません。また、当社の都 
合によりお客様の端末を代替品と交換することに 
より修理に代えさせていただく場合びありますび、 
その際にはこれらのデータなどは一部を除さ交換 
後の製品に移し替えることはでさません。 














本端末ではソフトウてアを最新の状態に更新する 
ことがでさます。 

♦本端末のソフトウェアを更新する必要びあるか 
どラかネットワークに接続してチェックし、必 
要な場合にはパケット通信を使ってソフトウェ 
アの一部をダウン□ードし、ソフトウェアを要 
新します。 

♦ソフトウェア更新び必要な場合は、ドコモの 
ホームページにてご案内させていたださます。 

Q ホーム 画面で 

@ 1■設定」 ► r 端末情報」 ► 「ソフトウェ 
ア更新」 


認定および準拠について 


本端末に固有の認定および準拠マークに関する詳 
細（認証-認定番号を含む）は、本端末で!;<(下の 
操作を行ラとご確認いただけます。 

ホーム画面で「設定」 ► 「端末情報」►「認 
証情報」 


携帯電話機の比吸収率 （ SAR ) な 
どについて 


帯電話機の比吸収率 ( SAR ) について I 

この機種 N-06D の携帯電話機は、国が定めた電波の 
人体吸収に関する技術基準および電波防護の国際ガ 
イドラインに適合しています。 

この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関す 
る技術基準ならびに、これと同等な国際ガイドライ 
ンが推奨する電波防護の許容値を遵守するよラ設計 
されています。この国際ガイドラインは世界保健機関 
(WHO) と協力関係にある国際非電離放射線防護委 
員会（に MRP) が定めたものであり、その許容値は 
使用者の年齡や健康状況に関係な<十分な安全率を 
含んでいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許 
容値を人体頭部に吸収される電波の平均エネルギー量 
を表す比吸収率 （SAR : Specific Absorption 
Rate) で定めており、携帯電話機に対する SAR の許 
容値は 2.0W/k 旨です。この携帯電話機の側頭部にお 
ける SAR の最大値は0.076 W/k 旨です。個々の製品 
によって SAR に多少の差異が生じることもあります 
が、いずれち許容値を満足しています。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低 
限の送信電力になるよう設計されているため、実際に 
通話している状態では、通常 SAR はよりルさい値と 
なります。一般的には、基地局か5の距離が近いほど、 
携帯電話機の出力は小さくなります。 

この携帯電話機は、側頭部外の位置でち使用可能で 
す。キャリングケース等のアクセサリをご使用するな 
どして、身体か51.己センチ上離し、かつその間に 
金属部分が含まれないよラにすることで、この携帯電 
話機は電波防護の国際ガイドラインを満足します 
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世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクを 
ちたらすかどうかを評価するために、これまで20年 
上にわたって多数の研究が行われてをました。今曰 
まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いかな 
る健康影響ち確立されていません。』と表明していま 
す。 

さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界 
保健機関のホームページをご参照ください。 
http :// www . who . int / docstore / peh - emf / 
publications / facts _ press / fact _ japanese.htm 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりた 
い方は、下記のホームページをご参照ください。 

総務省のホームぺージ 

http :// www . tele . soumu . 邑 o . jp / ン sys / ele / index.htm 
-般社団法人電波産業会のホ-ムページ 
付 http :// www . arib - emf . o 「 旨/ index 02 .html 
録ドコモのホームぺージ 

http :// www . nttdocomo . co . jp / product / sar / 

NEC カシオモバイルコミュニケーシヨンズのホームぺージ 
http :// www . n - keitai . com / lineup / sar / 

技術基準については、電波法関連省令（無線設 
備規則第14条の 2) で規定されています。 

《2携帯電話機本体を側頭部政外でご使用になる場 
合の SAR の測定法については、平成22年3月に 
国際規格 （ IEC 日2209 -2) び制定されました。 
国の技術基準については、平成23年10月に、 
諮問第]] 8号に関して情報通信審議会情報通信 
技術分科会より一部答申されています。 


[Radio Frequency ( RF ) Signals i 

THIS DEVICE MEETS THE U . S . 
GOVERNMENT'S REQUIREMENTS FOR 
EXPOSURE TO RADIO WAVES . 

Your device is a radio transmitter and receiver . Your 
device is designed and manufactured not to exceed 
the emission limits for exposure to radio frequency 
( RF ) energy set by the Federal Communications 
Commission of the U . S . Government . These limits 
are part of comprehensive guidelines and establish 
permitted levels of RF energy for the general 
population . The guidelines are based on 
standards that were developed by independent 
scientific organizations through periodic and 
thorough evaluation of scientific studies . 

The exposure standard for device employs a unit 
of measurement known as the Specific 
Absorption Rate , or SAR . The SAR limit set by the 
FCC is 1.6 W / k 旨* Tests for SAR are conducted 
using standard operating positions accepted by 
the FCC with the device transmittin 邑 at its 
highest certified power level in all tested 
frequency bands . Although the SAR is 
determined at the highest certified power 
level , the actual SAR level of the device while 
operating can be well below the maximum 
value . This is because the device is designed 
to operate at multiple power levels so as to 
use only the power required to reach the 
network . In general , the closer you are to a 
wireless base station antenna , the lower the 
output . 
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Before a device is available for sale to the public, 
it must be tested and certified to the FCC that it 
does not exceed the limit established by the 
U.S. government-adopted requirement for safe 
exposure. The tests are performed in position 
and locations (for example, at the ear and 
placed on the body) as required by FCC for 
each model. The highest SAR value for this 
device as reported to the FCC when held-to 
ear is 0.04 W/k 旨， and when placed on the 
body, is 0.92 W/k 旨. 

The FCC has 邑 ranted an Equipment Authorization 
for this device with all reported SAR levels 
evaluated as in compliance with the FCC RF 
exposure guidelines. SAR information on this 
device is on file with the FCC and can be 
found under the Display Grant section at 
https:// 邑 ullfoss2.fcc. 旨 ov/oetcf/eas/reports/ 
GenericSearch.cfm after search on FCC ID A98- 
CUL7580. 

This device has been tested for RF Exposure 
and meets the FCC RF exposure guidelines. 


In the United States and Canada, the SAR 
limit for wireless mobile phones used by the 
public is 1.6 watts/kg (W/k 呂） avera 呂 ed over 
one 呂 ram of tissue. The standard incorporates 
a substantial mar 呂 in of safety to give 
additional protection for the public and to 
account for any variations in measurements. 


[ ド CC Regulations | 

This device complies with part 15 of the FCC 
Rules. Operation is subject to the following 
two conditions:(1)This device may not cause 
harmful interference, and (2) this device must 
accept any interference received, including 
interference that may cause undesired 
operation. 

This device has been tested and found to comply 
with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These 
limits are desi 旨 ned to provide reasonable 
protection against harmful interference in a 
residential installation. 

This device generates, uses and can radiate 
radio frequency energy and, if not installed 
and used in accordance with the instructions, 
may cause harmful interference to radio 
communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a 
particular installation： if this device does 
cause harmful interference to radio or 
television reception, which can be determined 
by turning the equipment off and on, the user 
is encouraged to try to correct the interference 
by one or more of the following measures: 

• Reorient □「relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the 
equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the 
receiver is connected. 

• Consult the dealer □「an experienced radio/ 
TV technician for help. 
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Chan 旨 es or modifications not expressly 
approved by the party responsible for 
compliance could void the user’s authority to 
operate the equipment. 


[Declaration of Contorm け y 


Hereby, NEC CASIO Mobile Communications ， 
Ltd. declares that this product is compliance 
with the essential requirements and other 
relevant provisions of Directive 1999/ 己 / EC. 
Declaration of Conformity can be found on 
http://www.n-keitai.com/lineup/index.html 
(Japanese only). 


¢€ 0168 © 

This product uses non-harmonised frequency 
and is intended for use in all European 
countries. The WLAN can be operated in the 
EU without restriction indoors, but cannot be 
operated outdoors in France. 

This mobile phone complies with the EU 
requirements for exposure to radio waves. 
Your mobile phone is a radio transceiver, 
designed and manufactured not to exceed the 
SAR* limits** for exposure to radio-frequency 
(RF) energy, which SAR* values, when tested 
for compliance against the standard were 
0.096 W/kg for head configuration and 0.517 
W/k 旨 for body worn configuration. While there 
may be differences between the SAR* levels 
of various phones and at various positions, 
they all meet*** the EU requirements for RF 
exposure. 
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The exposure standard for mobile phones 
employs a unit of measurement known as 
the Specific Absorption Rate, or SAR. 

The SAR limit for mobile phones used by 
the public is 2.0 watts/kilogram (W/kg) 
averaged over ten 呂 rams of tissue, 
recommended by The Council of the 
European Union. The limit incorporates a 
substantial mar 呂 in of safety to give 
additional protection for the public and to 
account for any variations in measurements. 
Tests for SAR have been conducted using 
standard operating positions with the 
phone transmittin 呂 at its highest certified 
power level in all tested frequency bands. 
Although the SAR is determined at the 
highest certified power level, the actual 
SAR level of the phone while operating 
can be well below the maximum value. 
This is because the phone is desi 呂 ned to 
operate at multiple power levels so as to 
use only the power required to reach the 
network. In general, the closer you are to 
a base station antenna, the lower the 
power output. 






輸出管理規制について 


本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外 
国為替及び外国貿易法」およびその関連法令）の 
適用を受ける場合があります。本製品および付属 
品を輸出する場合は、お客様の責任および費用負 
担において必要となる手続さをお取りください。 
詳しい手続をについては、経済産業省へお問い合 
わせ <ださい。 


知的財産権について 


悟作権-肖像権にっぃて_ I 

お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット 
上のホームページか5のダウン□ー ド等により取得し 
た文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第兰ちが著作 
権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用 
など著作権法上認め5れた場合を除さ、著作権者に無 
断で複製、改変、公衆送信等することはでさません。 
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であって 
も撮影または録音を制限している場合がありますの 

で'マ'ま音'ドホ I 、 

また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他 
人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の 
同意なしにインターネット上のホームぺージに掲載 
するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を 
侵害する恐れがありますのでお控えください。 


r 商標について_ ] 

• rxu 「 xi/ ク □ ッシィ」 「 FOMA」n モー ド 」 n 
アプ1」」「デコメール®」 fmoperaj 「 mopera 川「お 
サイフケータイ」「公共モード」 「 sp モード」「エ U 
アメール」 re 卜 U セツ」は NTT ドコモの商標また 
は登録商標です。 

-キャッチホンは日本電信電話株式会社の登録商標 
です。 

• Powered by emblend ™ Copyright 2010- 
2012 Aplix Corporation . All Rights Reserved , 
emblend および emblend に関連する商標は、日本 
およびその他の国における株式会社アプ U ックス 
の商標または登録商標です。 

•。はフエ U カネットワークス株式会社の登録商標 
です。 

- QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標 
です。 
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microSD 、 microSDHC は、 SD -3 C , LLC の商標 
です。 

□ヴィ、 Rovi 、 G ガイド、 G - GUIDE 、 G ガイドモ 
バイル、 G-GUIDE MOBILE 、 および G ガイド関連 
□コ'は、米国 Rovi Corporation および/またはそ 
の関連会社の日本国内における商標または登録商 
標です。 

ら圳 IDE 

r モバキャス」は携帯端末向けマルチメディア放送 
( V - Hi 呂 h マルチメディア放送）の総称です。 
r モバキャス」は、株式会社ジャパン•モバイルキャ 
スティングの商標です。 

「 NOTTV 」 及び 「 NOTTV 」「 mmbi 」 □コ'は、株 
式会社 mmbi の商標または登録商標です。 
「 MEDIAS / メディアス 」 「MEDIAS NAVI / メディ 
アスナビ 」 「Tap search 」 「おまかせコピー」「マ 
ルチタスク/ MULTfTASK 」 は NEC カシオモバイ 
ルコミュニケーシヨンズ株式会社の商標または登 
録商標です。 

Microsoft ® および Windows®、Windows Media ®、 
Windows Vista ⑩は、米国 Microsoft Corporation 
の、米国およびその他の国における商標または登録 

ド戶です 

Microsoft ® Exchange ActiveSync ® は、米国 
Microsoft Corporation ®、 米国およびその他の 
国における商標または登録商標です。 

T 9® は Nuance Communications , Inc ., 

および米国その他の国における HOJtext 
Nuance 所有法人の商標または登録商 
標です。 

MovieSolid ® およびその□コ'マークは、株式会社 
モルフオの曰本ならびにその他の国における登録 
商標または商標です。 
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.「Goo 呂 le 」、「 Google 」 □コ'、 「 Android 」、「 Android 」 
□ゴ、 fAndroid マーケット 」、 f Android マーケット」 
□コ '、「 Gmail 」、「 Gmail 」 ロゴ 、 [Google 卜ーク」、 
[ Google 卜ーク」□ユに〇□呂 le 音声検勃 、 「Google 
音声検索」□ユ 「Go □邑 le マッス、「白00 吕 le マツ 
プ」□コ '、 「Go □呂 le マップナヒ 」、 「Go □邑 le マツ 
プナビ」□コ'、 「 Go □呂 le プレイス」、 「 Go □吕 le プ 
レイス」□コ'、 「 Google カレンダー」、 「 YouTube 」、 
「 YouTube 」 □ゴ 、 「Go □呂 le+」、「Go □呂 le +」 □コ'、 
「Goo 呂 le Latitude」、I Go □呂 le Latitude 」 □ゴ、 
[ Google ビデオ」、「白 □□ 呂 le ビデオ」□コ '、「Google 
メッセンジャー」、 「 Go □呂 le メッセンジ巾一」□コ'、 
「 Picasa 」 は 、 Google Inc . の商標または登録商標 
です。 

• Wi - Fi ®、 Wi - 円□ユ Wi-Fi CERTIFIED □コ'および 
Wi-Fi Protected Setup □ゴは Wi-Fi Alliance の 
登録商標です。 

- Wi-Fi CERTI 円 ED™、Wi-Fi Protected Setup™、 
WPA™ および WPA2™ は Wi-Fi Alliance の商標です。 

をみ地お[ぶ細誦 

CERTIFIED® 

-らくらく無線スタートは NEC アクセステクニカ株 
式会社の登録商標です。 

•「 Twitter 」 は Twitter , Inc . の商標または登録商標 
です。 

- AT 0 K は株式会社ジャストシステムの登録商標で 



「 G - SHOCK 」 は、カシオ計算機株式会社の登録商 
標です。 

Di 呂 iOn および DiXiM は、株式会社デジオンの商標 
です。 

Quickoffice は米国およびその他の国における米国 
Quickoffice , Inc . の商標または登録商標です。 




DLNA ®、 DLNA □コ'及び DLNA CERTI 円 ED ® は 
Digital Living Network Alliance の登録商標、 
ヴービスマークあるいは認証マークです。 

巧 dina 

TouchSense ® Technology Licensed from 
Immersion Corporation . 

Immersion TouchSense 3000 and MOTIV ™ 
protected under one or more of the U . S . 
Patents at the following address http :// 
WWW. immersion . com / haptics - technology / 
paten 1 ;-markin 邑 / index . html . 

义 

immersion. 

wow HDX 、 SRS と （0) 言己号は 、 SRS Labs , Inc . 
の商標です。 

SRSWOWHDX ™ は、深く豊かな低音、ク U アー 
な高音、そして左ちおびりのあるステレオ感を提供 
する技術で、再生オーディオの音質を著し<改善す 
ることびでさます。 

Audyssey Laboratories からのライセンスに基づ 
さ製造されています。米国及び外国特許審議中。 
Audyssey Premium Mobile は Audyssey 
Laboratories の商標です。 

Audyssey Premium Mobile ™ は携帯電話、スマー 
トフオン、 タブレットの様々な音響問題を解ミ夫しま 
す。スピーカーやヘッドフオンの音質改善、低音の 
拡張、歪を押さえた迫力ある大音量再生を実現しま 
す。 



PREMIUM MOBILE 


Copyright © 2010 FUJISOFT Inc . All rights 
reserved 

その他本文中に記載されている会社名および商品 
名は、各社の商標または登録商標です。 


居:の他 


•本製品には、日本電気株式会社のフォント 
FFontAvenueJ を使用しています。 

* 本製品は、 MPEG -4 Visual Patent Portfolio License 
および AVC Patent Portfolio License に基づき 
ライセンスされており、お客様び個人的かつ非営利 
目的において政下に記載する場合においてのみ使 
用することび認められています。 

• MPEG -4 Visual 規格に準拠する動画（政下、 
MPEG -4 Video ) および AVC 規格に準拠する動 
画（し U 下 、 AVC Video ) を記録する場合 
•個人的かつ非営利的活動に従事する消費者に 
よって記録された MPEG -4 Video および AVC 
Vide □を再生する場合 

- MPEG -4 Vide □および AVC Vide □を提供する 
ことについて MPEG - LA よりライセンスを受けた 
ちから提供される MPEG -4 Video および AVC 
Vide □を再生する場合 

上記じ(がの使用についてのライセンスは付与されてい 
ません。プ□モーション、社内用、営利目的などその 
他の用途に使用する場合には、米国法人 MPEG LA , 
LLC にお問しをねせくださし、 （ http :// www . mpe 呂 la . 

。。171参日召^ 

•FenCa は、ソニー 株式会社び開発した非接触 I C 
カードの技術ち式です 。 FenCa は、ソニー 株式会 
社の登録商標です。 

* 本製品は Adobe Systems Incorporated の 
Adobe ® Flash ® 円 ayer を搭載しています。 

Adobe Flash 円 ayer Copyright © 1996-2012 


Adobe Systems Incorporated . All rights 
reserved . Adobe 、 Flash 、 および Flash □コ'は 


Adobe Systems Incorporated (アドビシス了ム 
ズ社）の米国ならびにその他の国における登録商標 
または商標です。 


田 


ADoer 

flashtplayer 
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Bluetooth とその□ゴマークは 、 Bluetooth SIG , 
Inc . の登録商標で、日本電気株式会社はライセンス 
を受けて使用しています。その他の商標および名称 
はそれぞれの所有者に帰属します。 

著作権を含む知的財産権を保護するため、コンテン 
ツ権利割ま Microsoft 円 ayReady ™ を採用してい 
ます。円 ayReady で保護されたコンテンツまたは 
WMDRM (Windows Media Digital Rights 
Management ) で保護されたコンテンツにアクセ 
スするため、本製品は円 ayReady を使用します。 
コンテンツ使用に対する適切なアクセス制限を本 
製品か施していない場合、円 ayReady で保護され 
たコンテンツを使用する機能を無効にするようコ 
ンテンツ権利ちは Micros □けに巧し要ホすることび 
でをます。この無効化によって何ち保護されていな 
いコンテンツまたは円 ayReady / WMDRM 政外の 
保護技術で保護されたコンテンツび影響を受ける 
ことはありません。円 ayReady をアップグレード 
するよう、コンテンツ権利者はお客様に要まするこ 
とびでさます。円 ayReady のアップグレードをお 
客様び拒否した場合、そのアップグレードを必要と 
するコンテンツにお客様はアクセスでをません。 


[Windows の表記について I 

•本書では各 0 S (曰本語版）を次のよラに略して表 
記しています。 

• Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7 
( Starter、Home Basic、Home Premium 、 
Professional 、 Enterprise 、 Ultimate ) の略 
です。 

.Windows Vista は 、 Windows Vista ® (Home 
Basic、Home Premium 、 Business 、 
Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 

• Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP 
Professional operating system または 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operating system の略です。 


54 


Adobe® Flash® Player のごほ用につ 
いて 

•本製品に搭載されている Adobe ® Flash ® 円 ayer 
(政下「本ソフトウェア」といいます）は、著作権 
法によって保護されています。お客様は、本ソフト 
ウェアを使用する際政下に掲げた事項をお守りく 
ださい。 

①本ソフトウェアを複製し頒布しないこと。 

③本ソフトウェアを改変もしくは翻訳しないこと、 
または本ソフトウェアの二次的著作物を作成し 
ないこと。 

③ 本ソフトウェアを U バースエンジニアリング、逆 
コンパイルもしくは逆アセンブルしないこと、ま 
たは本ソフトウェアのソースコードの解明を試 
みないこと。 

④ 本ソフトウェアの使用によって被った派生損害、 
間接損害、付随的損害、特別損害、または利益の 
喪失に対する賠償請ホをしないこと。 


「 GPL/LGPUl 用ソフトウェアについて 1 

-本製品には 、 GNU G 飢 eral Public License ( GPL ) 
または GNU Lesser General Public License 
( LGPL ) に基づさライセンスされるソフトウェアび 
含まれています。お客様は、当該ソフトウェアのソー 
スコードを入手し、 GPL または LGPU こ従い、複製、 
頒布および改変することびでさます。 

白 PL および LGPL の詳細は、ホーム画面で 
「設定」 ► 「端末情報」 ► 「法的情報」 ► けープ 
ンソースライセンス」を参照してください。 

■ソースコードの入手方法 

ソースコードの入手ち法については、下記ウェブサイ 
卜にてご案内しています。 
http :// www . n - keitai . conn / guide / download / 

なお、ソースコードの内容等についてのご質問にはお 
答えいたしかねますので、予めご了承ください。 









[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


[Memo] 


ご契約内容の 確認 •変更、各種サービスのお申込、各種 資料 請求をオンライン上で承っております。 

My docQiTiQ ( http :// www . mydocomo . com /) 与备種お申込-お手続き 
※ご利用になる場合 、 「docomo ID/ パスワード」び必要となります。 

※「づ〇〇口 mo ID /パスワード」をお持ちでないで•お忘れのでは本書裏面の「総合お問い合わせ先」にご相談ください。 
※ご契約内容によってはご利用になれない場合びあります。 

《システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合びあります。 


マナーもいつしよに携帯しましよラ 


本端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましよラ。 


こんな場合は必ず電源を切りましよラ 

■ 使用禁止の場所にいる場合 

航空機内、病院内では、必ず本端末の電源を切っ 
て < ださい。 

《医用電気機器を使用しているちびいるのは病棟内 
だけではありません。□ビーや待合室などでち、 
必ず電源を切って < ださい。 

■ 満員電車の中など、植込み型む臓ペースメーカお 
よび植込み型除細動器を装着したちび近<にいる 
可能性びある場合 

植込み型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動 
器に悪影響を与える恐れびあります。 

こんな場合は公共モードに設定しましよう 

■ 運転中の場合 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の巧 
象となります。ただし、傷病ちの救護または公共の 
安全の維持など、やむを得ない場合を除さます。 


■ 劇場-映画館-美術館など公共の場所にいる場合 
静かにするベさ公共の場所で本端末を使用する 
と、周囲のちへの迷惑になります。 

使用ずる場所や声-着信音の大ささにミ主意しま 
しぶラ 

■ レストランやホテルの□ビーなどの静かな場所で 
本端末を使用する場合は、声の大ささなどに気を 
つけましよラ。 

■ 街の中では、通行の妨げにならない場所で使用し 
ましよつ。 

プライバシーに I 己慮しましよう 

カメラ付さ携帯電話を利用して撮影や画像送信 
を行ラ際は、プライバシーなどにご配慮くださ 
い。 


こんな機能び公共のマナーを守りまず 

かかってさた電話に応答しない設定や、本端末から鳴る音を消す設定など、便利な機能びあります。 

■ 機内モード：電波を発する機能を有効/無効にします。 

■ マナーモード： 着信音など本端末から鳴る音を消します。 

※ただし、シャッター音は消せません。 

■公共モード（電源 OFF ) :電話をかけてさた相手に、電源を切る必要びある場所にいる旨のガイダンス 
び流れ、自動的に電話を終了します。 

■バイブレータ：電話びかかってさたことを、振動で知らせます。 

そのほかにわ、留守番電話サービス、転送でんわサービスなどのオプションサービスび利用でさます。 





海外での紛失、盜難、精算などについて 
〈ドコモインフ オメーシヨ ンセンター>(24時間受付) 


海がでの故障について 

〈ネットワークオペレーシヨンセンター X 24 時間受付) 


ドコモの携帯電話か5の場合 


ミ帯在国の国際電話 
アクセスま号 _ 


- 81 - 3 - 6832 - 6600 * 撫料) 


* 一版電話などでかけた場合には、日本向け通話料びかかりまず。 

^ N - O 已□からご利用の場合は、+81 -3 -已832-已已00でつなびります。 
( 「+」は「0」を□ングタッチします。） 


ドコモの携帯電話か5の場合 


ミ帯在国の国際電話 
アクセスま号 _ 


- 81 - 3 - 6718 - 1414 * 撫料) 


* - 般電話などでかけた場合ロホ、日本向け通話料びかかりまず。 

《 N - □已 D からご利用の場合は、+81 -3-6718-1414 でつなびります。 
(「+」は「0」を□ングタッチします。） 


一般電話などか5の場合 

〈ユニバーサルナンバー〉 


ュニバーヴ ルナンパ’一 用 
国際識別ま号 


- 8000120 - 0151 * 


* 滞在国内通話料などびかかる場合びあります。 


一般電話などか5の場合 

〈ユニバーサルナンバー〉 


ュニ パ ’ ーサルナンパ’一用 
国際識別ま号 


- 8005931 - 8600 * 


* ミ 帯在国内通話料などびかかる場合びありまず。 


※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーヴルナンバー用国際識別ま号 
については、ドコモの幅際ヴービスホームぺージ』をご覧ください。 


※主要国の国際電話アクセスま号/ユニバーサルナンバー用国際識別ま号 
については、ドコモの『国際ヴービスホームページ』をご覧ください。 


♦紛失-を難などにあわれた！5、速やかに利用中断手続きをお取りください。 

♦お客様び購入された本端末に故障び発生した場合は、ご帰国樹こドコモ指定の故障取扱窓□へご持参くださし、。 



ご不要になった携帯電話などは、自社•他社製品 
を問わず回収をしていますので、お近くのドコモ 
ショップへお持ちください。 

※回収対象:携帯電話、 PHS 、 電池パック、充電器、 
卓上ホルダ（自社-他社製品を問わず回収） 


この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった 
際は、回収•リサイクルに出しましよう。 



















総合お問い合わせ先 
〈ドコモインフオメーシヨンセンター〉 


故障お問い合わせ先 


■ドコモの携帯電話か5の場合 

(局きなしの) 151 撫料） 

※一般電話などか5はご利用になれません。 

■一般電話などからの場合 

函@ 0120ぶ 00-000 

※一部の IP 電話からは接続でさない場合びあります。 

受付時間午前9 : 00〜午を8 : 00 (年中無休） 


■ドコモの携帯電話か5の場合 

1—1 (局きなしの) 113 撫料） 

※一般電話などか5はご利用になれません。 

■一般電話などからの場合 

函@ 0120ぶ 00-000 

※一部の IP 電話か5は接続でさない場合びあります。 

受付時間24時間（年中無休） 


参番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけ<ださい。 

参各種手続き、故障-アフターヴービスについては、上記お問い合わせ先にご連絡いただくか、ドコモホームぺージにてお近くのドコモショップな 
どにお問い合わせください。 

ド〕モホームぺージ htt|D://www.n 打 docomo.co.jp/ 


試供品のお問い合わせ先 〈NEC モバイルインフ オメーシヨ ンセンター〉 


■一般電話か5の場合 ■携帯電話からの場合 

函 E 01 20-1 02001 査10570 -06491 9 

《 PHS か5は受付びでさないため、一般電話/携帯電話か5おかけ<ださい。 

受付時間平日午前9 : 00〜1吕： 00 
午後1: 00〜己： 00 
吐•日•祝日- NEC 所定の休日を除く） 

参番号をよくご確認の上、お間違いのないよラにおかけ<ださい。 

参試供品については、本書内でご確認<ださい。 


\ i / マナーもいつしよに携帯しましよう。 

■ 〇公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方へのむくばりを忘れずに。 


販売元株式会社 NTT ドコモ 
製造元日本電気株式会社 


再生紙を使用しています 


’1吕 .3(1 版） 
MDT -000174- JAA 0 S 













